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- ミナ ンカバ ウ社会 にみ るイスラームと母系制 の関係について

加 藤 剛*

UnbreakableLancevs.ImpenetrableShield?:Ont九eRelationship

betweenIslam andMatrilinyinMinan色kabauSociety

TsuyoshiKATO*

TheMinangkabauofWestSumatraaredevout
mIoslemsandatthesametimefollowersofmatrili-

nealadat(tradition). Scholarshavelong been

perplexedoverthisseemlnglycontradictorycom･

bination of patrilineally-oriented Islam and

matriliny:liketheproverbialChinesemerchant

whotriedtosellanallegedlyunbreakablelanceand

an impenetrable shield in a single deal,isn't

Minangkabau society contradicting itselfP The

Minangkabau"paradox"ha･sremainedunexplained,
sincescholarstendsimplytocomparelslamiclegal

principleswith matrilinealadatlawsandpractices.

このような制度(ミナンカバウの母系制)が,

父系制的イスラームの法的枠組との関連におい

て一体いかに機能することができるのか,とい

う疑問は,多くの人の臆測を誘ってきた｡
H.ギアツ

この矛盾 (イスラームと母系制の両立)こそ
が,ブスケ (G.H.Bousquet)をして,｢ミナン
カバウの事例は,イスラーム社会学における驚

くべきパラドックスである｣とみなさしめたも

のであり,また,ファン･ロンケル (Ph･S･van
Ronkel)をして,アダットとイスラーム,即ち

地方的慣習と普遍的宗教という対立概念が,い

かにして ｢ミナンカバウ民族性｣の基礎ともな

るような統合を形づくることができたのかと,

思案させたものなのである｡

T.アブドゥラ

*京都大学東南アジア研究センター;TheCenterfor
SoutheastAsianStudies,KyotoUniversity
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Thispaperlooksratherattheparadoxinitshistorical

context,aimingto丘ndoutwhatIslam signi丘edto

Minangkabausocietyintheprocessofitslslamiza-

tion. Acmcialin且uencewasthePadrimovement,
anIslamicreformism which rockedMinangkabau

societybetweenthelateeighteenthcenturyandthe

early nineteenth century･ Islamltogetherwith

matrilinealadat,cametobeperceivedasofferinga

new basisofMinangkabauidentityandsolidarity

againsttheencroachmentintotheHMinangkabau

World"oftwoin丘delforeignpowersクーheDutch
andtheBatakofnorthernSumatra.

は じ め に

インドネシアの一種族である ミナ ンカバ ウ

人は,その人口数 (1971年現在で約350万人)

において,世界で も恐 らく最大の母系制社会

を形成 している｡1) 単に母系制 という比較的

珍 しい親族制度のゆえばか りでな く,彼 らは

また,イスラームに対する強い信仰心によっ

て も有名である｡イ ンドネシア人 口 (約 1億

1)ここにあげてあるミナンカバウの人口数は推計

値であるが,その推計方法 については Kato

【1977:155-156]を参照｡ミナンカバウに匹敵す
る規模の大きな母系制社会は,インドのマラバ

ール(Malabar)海岸に住むナヤール(Nayar)で,

1970年代中半における推定人口は,300万人強
である [Fuller1976:ix]｡
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5,000万人)の90%近 くはイスラーム教徒で,

インドネシアは世界最大のイスラーム国家で

ある｡ しかし,インドネシア人の多 くが ｢統

計上のイスラーム教徒｣であるのに対 し, ミ

ナンカバウ人は,スンダ人(西ジャワ),ブギ

ス-マカッサル人(南スラウェシ),アチェ人

(スマ トラ北端)などと並んで,インドネシ

アの中でも敬慶なモスリム(イスラーム教徒)

として,夙に知 られている｡

母系制と,父系制的色彩の濃いイスラーム

という,この二つの相反する要素の混清は,

多 くの人類学者 ･社会学者の興味を駆り立て

てきた｡現在までのところ,この ｢パラドッ

クス｣に十分満足のゆく説明を与えた人はい

ない｡本論では,この問題に対する私なりの

解答を考えてみたい｡

ミナンカバウ社会にみる母系制とイスラー

ムの共存は,中国の故事にいうところの,い

かなるはこをもって しても決 して突き破れぬ●●

たてと,い かなるたてをも突き破ることので●● ●●
きるはことを同時に売ろうとした商人のよう●●
に,果たして矛盾するものなのであろうか｡

もし矛盾 しないものであるのならば,後述す

るように理念の上で明らかに相対立する母系

制とイスラームが,いかなる過程を-て, ミ

ナンカバ ウ人の意識の中において矛盾 しない

ものとして受容されるにいたったのであろう

か｡これらの疑問に対する私の答を先取 りし

て述べれば, ミナンカバウ人は母系制とイス

ラームの共存を矛盾とは意識 しておらず,ま

た, ミナンカバウ人のこの曲芸的ともいえる

現実認識の謎を理解するためには, ミナンカ

バウ社会のイスラーム化の歴史的状況および

過程,特に18世紀末から19世紀初めにかけて

起こったパ ドリ(Padri)運動 (イスラーム改

革運動)の考察が不可欠である｡

ミナンカバウの ｢パラドックス｣に関する

従来の論議は,イスラームの法と理念を考察

対象として進められることが多かった｡しか

と 盾9

し,宗教がある社会にとって意味するものは,

必ずしも聖典に書かれていることと同じでは

ない｡宗教が人々に対して持つ意味は,あく

までもその人々の住む社会の歴史的経験の所

産であり, ミナンカバウの ｢パラドックス｣

も, ミナンカバウ社会のイスラーム化の過程

において,イスラームが担うにいたった意味

を考えずして理解することはできない｡

以下では次の順序で考察を進めてゆくこと

とする｡

Ⅰ ミナンカバウ社会と母系制

Ⅱ イスラームの志向する親族体系

Ⅲ 矛盾か斉合か

Ⅳ ミナンカバウ社会のイスラーム化

Ⅴ パドリ運動の概観

Ⅵ パドリ運動の再評価
ラジヤ

1. 王の伝統的構能

2. 宗教改革運動の意味●●
Ⅶ イスラームと母系制- 新しい統合

エピローグ

Ⅰ ミナンカバウ社会と母系制

ミナンカバウ発祥の地は,中部スマ トラの

西海岸に位置する西スマ トラ州である (図 1

参照)｡ その面積は約 46,000km2で, 九州

よりやや広い｡海岸近 くの土地は平担である

が, 内陸部 はスマ トラを縦 断するバ リサン

(Barisan)山脈にまたがっており, 山がちで

ある｡一般に内陸部,特に内陸中核部の地味

は豊かで,西スマ トラ州内の人口分布 もこの

ような立地条件を反映して,内陸部の方が,

概ね村落部の人口密度が高い｡
タ ン ポ

ミナンカバウの伝承 (tambo)によれば,ミ

ナンカバウ人は,タナ･ダタール,アガム,リマ

プル ･コタという三つの内陸中核地域- こ
タ● レ ツ ク

れ らは総称 して内陸高地 (darek)と呼ばれる

- にまず定住 し,そこか らのちに海岸地帯
ランタウ

を含めた他の周辺地域 (rantau)に,村落分離

を繰 り返 しつつ拡散 していったといわれる｡

223



東南アジア研究 18巻2号

図 1 西 ス マ ト ラ 州

西スマ トラ州における主要な経済活動は農

業で,ジャワ,マ ドゥラ,バ リを除 くいわゆる

インドネシアの外島の中では,水稲耕作が広

範囲にみられる数少ない地域の一つである｡

稲作以外の農作物 としては,野菜,豆類,磨

辛子など,そしし多年性の作物では,ゴム,

ココナツ, シナモンなどが栽培されている｡

農業以外では織物,銀細工といった手工業が,

一部の地域でみられる｡また,商業 も盛んで

ある｡

1971年の人口センサスによれば,西スマ ト

ラ州の人口は約 280万で,恐 らくその90%弱
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にあたる250万人が, ミナンカバウ人である

と推測される｡ 残 りの30万人は,ジャワ人,

バタック人(北スマ トラ出身),華人などで,

彼 らは主 にパダ ン (Padang),ブキティンギ

(Bukittinggi)を 中心とした都市 に居住 して

いる｡

多 くの ミナンカバウ人は西スマ トラ州以外

の地にも移 り住んでおり,その数は1971年時

点で約 100万人と推計される｡ 彼 らは主とし

て家族連れの出稼ぎ人で,現在では,ジャカル

メ(Jakarta),バ ンドゥン(Bandung),メダ ン

(Medan),パカン･パル(PakanBaru),パ レン
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バ ン(Palembang)といった,インドネシアの

大都市に集中している｡2)ムランタウ(meran-

tau)と呼ばれる出稼ぎないし地理的移動の習

性は,母系制とイスラームの強い浸透と並ん

で, ミナンカバウの 3大特色 ともいえるもの

である｡

行政区分の上では,西スマ トラ州は八つの

堤 (kabupaten)に分かれ, その下には73の郡
ナガリ

(kecamtan)と500以上の村 (nagari)が存在す

る｡
ラジヤ

ミナンカバ ウ社会にはかつて王 (raja)が存

在 したが,あとに述べるように王の機能は主

に象徴的なものであり,昔か らナガ リは高度

の自律性 を有 し, ｢村落共和国｣とまで特徴

づけられている [Abdullah 1972a:185,n.

7]｡独立後のインドネシア政府による中央集

権化-の努力,そして官僚機構の整備は,ナ

ガ リの自律性を弱めたとはいうものの,イン

ドネシアの他の社会とくらべ,アダ ット(adat

- 慣習法)が村での生活を律する割合はま

だ大きい｡ そ して, このアダ ットの核を形成

しているのが母系制の親族制度である(以下,

アダ ット,母系制,母系制アダ ットは,相互

に交換可能な言葉として使用する)｡

ミナンカバウの母系制は,その伝統的な形

において次のように特色づけられる｡3)

母系制であるか ら,出自は母方を通 してた
ナガリ

どる｡ 一つの村に住む同一出自をたどる人 々

は,母系親族集団を形成する｡村にはい くつ

かの レベルの 母系集団 が存在する｡4)村の う

ちで最 も高い レベルの母系集団はスク (母系

氏族)で,各々の村は,通常,村内族外婚を原則

とするい くつかのスクか ら構成されている｡

個人の属するスクは,ごく限 られた例外を除

き一生を通 じて変ることがない｡結婚後 も夫

2)ミナンカバウの出稼ぎ人の大都市への集中は,
優れて1950年代以降顕著にあらわれた現象であ
る｡ミナンカバウ社会における出稼ぎの社会 ･
文化的意味,そして出稼ぎ形態の歴史的変遷に
ついては,Kato[19771を参照｡

盾 9

婦は別 々のスクの成員であり,子供は母親の

スクに属する｡

スクはパユンと呼ばれるいくつかの血族集

団か らなる｡ スクがどちらかというとゆるい

結合体を構成 しているのに対 し,パユンはよ

り共同体的な性格の強い集団である｡パユン

は, プンフル (penghulu)という儀式にのっ

3)｢伝統的｣の時代区分を明確にすることは必ず
しも容易でない｡19世紀初頭以降,オランダ植

民地政庁の政治 ･経済的支配は,ミナンカバウ
ダ レ ツ ク

社会の中心､地域である内陸高地にまで拡大した

が,これ以前の時代にあっては,ミナンカバウ

と外部勢力 (グジャラート,アチェ,イギリ

ス,オランダ)との接触は,主として海岸地帯

の商業活動だけに限られていた｡従って,19世

紀以前,特にイスラーム化 (16世紀から17世紀

にかけて)以前の時代における,ミナンカバウ

の母系制に関する我々の知識は, 非常に限られ
タ ン ポ

ている｡本論での記述は多く伝承 [DatoekBa-

toeahSango ca･1966;Datoe'SanggoenoDi

Radjo 1919;DatukBatuah 1956;DatukNa-

gariBasa 1966;RasjidManggis 1971]に依

拠している.タンボは本来口詞伝承であったも

のが,イスラームの到来後アラビア文字を使っ
てミナンカバウ語で書かれたものである｡その

内容はミナンカバウ社会および村々の起源に関

する物語,そしで慣習法の説明が中心である｡
タンボの描く母系制は,必ずしも架空のもので

はなく,オランダ人の手になる19世紀時代の母

系制の記述と多くの点で一致する[Josselinde
Jong 1952]｡ここでは,｢伝統的｣の解釈とし
て,貨幣経済の浸透が比較的限られていた19世●●●
紀のミナンカバウ社会を念頭に置くこととす

る｡以下の伝統的母系制の記述では,常に過去

形を使う繁雑さを避け,時には現在形で叙述が

なされているところもあるが,これとてもあく

まで過去の状態に言及するものであることに注

意されたい｡なお,20世紀初めの母系制にのっ

とったいまだ伝統的な村での生活様式は,ラジ

ャブの自伝 【Radjab 1950]に最も詳しい｡

4)村の中に存在する母系集団の種類 ･名称につい

ては,研究者の間で意見が異なり,また,酉ス

マトラ州の中でも地域により違いがみられる｡

本論では分析上の便宜のため,3種類の母系集

団- スク(suku),パユン(payung),パルイッ

ク(paruik)- のみを検討することにした｡ こ

れらの集団の名称は,使う人,使われる場所に

よって違った意味を持つことがあり,必ずしも

筆者が使う意味のみに限定されてはいない｡
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とって任命された男性の長を戴 く｡またパユ

ンには,農地,家屋,養魚池,家宝のような

共同世襲財産 (hartapusaka-ルタ･プサカ)

が存在する｡ この財産は,プンフルといえど

も勝手に売買などの処分をすることが許され

ない｡伝統的 ミナンカバウ社会にあっては,

個人財産,特に土地,家屋といった不動産類

の個人財産は,原則として存在 しなかった｡

パユン自身は,い くつかの小血族集団であ

るパルイックから構成される (村,スク,パ

ユン,パルイックの関係については,図 2参

照)｡パルイックは ｢一つの腹｣から出た人々

を意味する｡同じパルイックの成員は,通常

ルマ ･ガダ ン(rumahgadang)と呼ばれる大

家屋に一緒に住み,正式に認められた男性の

長 (tungganaiトゥンガネィ) に統率されて

単位 単位の長

村(ナガ リ) (ラジャ)

/＼＼スク
.了､こ÷＼
′ヾユン
∴＼ ＼パルイック

(プンフル ･スク)

プ ンフル

トゥンガネ ィ

注 :ラジャはランクウの-吾郎こみられ,プンフ
ル･スクもその存在が一定の村に限られて

いた｡通常各単位の最高決定機関は長老会

議で,長はprimusinterparesであった｡

図2 母 系集 団 間 の 関係

図 3 ル マ･ガ ダ ン
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いた ｡5)一つのルマ･ガダンに何人 ぐらいの人

が住んでいたのかは明 らかではない｡19世紀
ダ レ ツ ク

後半の記録によると,内陸高地の南,シジュ

ンジュン(Sijunjung)地方では,平均 して60

人はどの人が 1軒のルマ ･ガダンに住んでい

た [VerkerkPistorius 1871:39-40]｡また,

20世紀初頭のダレックの村の様子を書いたラ

ジャブの 自叙伝 によっても,一つの家 に40

人 もの人 が住 んでいたことが記 されている

[Radjab 1950:4-5]｡

パルイックは,伝統的 ミナンカバウ社会に

おいて ｢一般的 に最も重要 な機能単位 であ

るという印象 を与える｣ [JosselindeJong
1952:11]｡パルイックの基礎であるルマ ･ガ

ダンは,村の人々の生活の中心であり,共同

世襲財産(特に土地)の使用権 (ganggamber-

untukガンガム ･ブルウントゥク)ち,各ル

マ ･ガダ ンに配分されていた [Ih'd.:55]｡

共同世襲財産の ｢所有者｣は女性で,6)同一

パルイックに属する男は,財産に余裕のある

場合にはそれを使用することができるが,財

産を ｢所有 ･相続｣することはできない｡従

って,共同世襲財産 (より適切にはその使用

権)は母親から娘-,娘から孫娘-と受け継

がれるのであり,父親から子供へという財産

委譲は,原則として存在 しない｡男性が自分

の努力でかちえた財産(hartapencarian-ル

タ ･プンチャリアン,即ち ｢自己取得財産｣)

は, 例えば 開墾地や 商業利益にしても, 坐

存中は本人の自由裁量下の財産とみなされる

が,死後は生家 (母親の家)の共同世襲財産

5)パイルックの正式の長はトゥンガネィであると
はいうものの,ルマ･ガダン内の日常の生活にお

いては,ルマ･ガダンの年配の女子成員が多くの
ことを取り仕切っていたようである [Bachtiar
1967:368;Kemal 1964:42;Daulay 1960:
64-65;Loeb1972:106;RasjidManggis1971:
56,64]｡
6)この場合 ｢所有｣の概念は,我 が々通常考える

ところの,売却などの処分権を含まないことに
注意｡
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となるのが常である｡

土地と同 じく,ルマ ･ガダ ンも女性の所有

になる｡ 従 って,結婚後 も女性は自分の家を

離れることはな く,居住形態は妻方母方両居

制である｡ 結婚後,男は妻方の家に ｢投宿｣

し,朝になると自分の母方の家に戻る｡

出自および財産 ｢相続｣は母方をたどると

はいうものの,母系集団内での権力は男性の

手 に握 られている｡ この場合男性 とは, 夫

あるいは父 親 をさす ので はな く, ママ ック

(mamak)をさす｡ママ ックは文字通 りには母

方のオジを意味するが,広 くはオジと同例 ･

同世代の,母系制によって親族関係にある男

性一般をさす｡

ママ ックと対をなす言葉はクマナカン(ke-

manakan)で,男性か らみた場合, 自分の姉

妹の子供たち,および,それと同列 ･同世代

の母系親族を意味する｡7)社会構造的に,伝統

的 ミナンカバ ウの母系制において最 も重要な

人間関係は,ママ ックとクマナカ ンの関係で

あるといって も過言ではない｡例えば,母親

とその子供たちは,スマンデェィ (semandai

｢母子家族｣)と呼ばれるパルイ ック内の最小

構成単位 を形成 するが,8)スマンデェィの安

寧を保証 し,見守るのは夫 (子供にとっては

父親)ではな く,ママ ックである｡ また,ス

マンデ ェィのために共同世襲財産を管理 し,

さらに,開墾などを通 じて財産をふやす義務

を負 っているのもママ ックである｡.

ミナンカバ ウ社会では,夫はスマンド(su一

mando)と呼ばれる｡ 一説によれば [Radjab

1969:51],スマンドは,サ ンド(sando- 質

7)女性にとって,自分の子供と自分の姉妹の子供

は出自を同じくしているわけで,クマナカンと

いう言葉は使わず,等しくアナック(anak-

子供)と呼ばれる｡しかし,兄弟の子供は自分の

姉妹の子供と区別され,アナック･ピサン(anak

pisang- 意味不明)と呼ばれる0

8)伝統的なミナンカバウの母系制においては,核
家族の存在は構造的には認められておらず,ス

マンデェィが,最小の親族単位である｡
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入れ)という言葉か ら由来するといわれ,実

際スマンドの地位は,メスを受精 させるため

に借 り出された種馬の感がな くもない｡ 夫は

妻の寝室を夜訪ね,朝方までには引き上げる

のを常としていた [JosselindeJong 1952:

10-ll;Radjab 1950:5;VerkerkPistorius

1871:43-44]｡ 夫の妻および子供に対する経

済的義務は,子供の通過儀礼 (例えば割礼)

に伴 う贈 りものを除き,ほとんどなか ったと

いってよい [Sjafnireza7.1973:22;Verkerk

Pistorius1871:43-44]｡ 何 故 な らば,妻

と子の生活は自分たちの共同世襲財産によっ

て 賄 われていたか らである｡ 離婚,9)あるい

は妻 との死別ののちには,子供たちは母方の
ルマ ･ガダン

大家屋に残 り,父親と子供たちとの日常的な

関係は,次第に縁遠いものとならざるをえな

か った｡

このようなスマンドと妻子との希薄な関係

は, ミナンカバウの人たちが,ルマ ･ガダ ン

内において大家族制の共同体的な生活を営ん

でいたことと, 表 裏一体の 関係 をなしてい

た｡スマンドの,妻のルマ ･ガダ ン-の干渉

の余地が少なければ少ないほど,そこに共同

生活する複数 ｢母子家族｣間の調和を保つ こ

とが容易になるか らである｡

以上のことをまと.bてみると,伝統的な ミ

ナンカバ ウの母系制は次のように特徴づけら

れる｡

(1) 出自は母系による｡

(2) 一つの村に住む同一出自成員は,スク

(母系氏族),パユ ン(母系血族集団),パルイ

ック (母系小血族集団)などの親族集団を形

成する｡

(3) パルイ ックは,人 々の日常生活の中で

最 も係わりが深 く,かつ重要な集団である｡

9)オランダ時代の人口センサス (1930年)による

と,夫婦間の杵の弱さを反映して,蘭債東イン
ドの中でミナンカバウ人は最も高い離婚率を示
していた｡
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(4) 同一パルイック成員の生活は,共同世

襲財産(-ルタ ･プサカ)によって賄われる｡

(5) 共同世襲財産の ｢所有者｣は女性で,

男性はそれを利用 ･管理することはあっても

所有することはない｡

(6) 共同世襲財産の ｢相続｣は,母系-

母,娘,孫娘など- による｡

(7) 原則として個人所有の財産は存在 しな

い｡

(8) 男性が自己の努力によってかちえた財

産 (｢自己取得財産｣)は,クマナカン (母系
制によって規定されるメイとオイ)によって

相続され,当該母系集団の共同世襲財産とな

る｡

(9) 原則として,｢父親から子供｣(特に息

千)という財産相続の形は存在 しない｡

(10)女性およびその子供たちの保護者 ･後

見人はママック (母系制によって規定される

オジ)であって,夫あるいは父親ではない｡

(ll) 婚姻形態としては,村内スク外婚 (同

一村内の他のスク成員との結婚)を原則とす

る｡直接の血縁関係がなくとも,同一スクの

成員は同 じ血を分けた者とみなされ,一つス

クの中で結婚することは許されない｡

(12) 結婚後の居住形態は妻方母方両居制で

ある｡

19世紀中半以後のオランダ支配の確立,人

口増加,貨幣経済の浸透,教育の発展,交通網

の整備などは, ミナンカバウ社会に多 くの変

化をもたらし,これは特に今世紀になってよ

り顕著である｡ 従って,上に特徴づけたよう

な伝統的な ミナンカバウの母系制が,現在ま

でもそのまま踏襲されているわけではない｡

具体的には,次のような変化がみられた｡

(1) 経済単位および居住単位として現在最

も重要なものは,パルイックではなく核家族

である｡

(2) 核家族構成員の生活は,主として母親

の利用できる共同世襲財産 (農地)と,父親
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の自己取得財産 (商業利益, 俸給など)によ

って賄われている｡

(3) 多 くの場合,特に人口桐密な村にあっ

ては,共同世襲農地の使用権は,一人ひとり

の成人女性に配分されている｡ ある農地に対

する使用権保持者が多い場合には,年替りの

輪番制で使用する｡

(4) 男性は,自己取得財産を子供 (娘およ

び息子)に譲渡することができる｡ しかし,

この場合でも,不動産は娘に譲ることが多 く,

また一般的に,一度譲渡された自己取得財産

は,1,2世代の間に共同世襲財産に変る (図

4参頗)0

(5) 日常生活において,核家族内における

世帯主の役割(例えば扶養)を担 うのは夫 (千

供にとっての父親)である｡ しか し,アダッ

トに係わる事柄,例えば共同世襲財産の管理

およびその使用にまつわる争いの調停は,依

然としてママックの監督下にある｡

(6) 村内婚規制を設けている村は少な くな

った｡ しかし,現実にはいまでも大多数の人

が同 じ村の中で結婚 している｡

(7) スク外婚規制 もゆるやかになってきて

注 :三つの円で締まれたグループは,三つの異
なる母系集団を示し,点線は,自己取得財
産が子供に与えられた場合の,可能な相続
の方向を示す｡なお○は女を,△は男を意
味する｡

図4 自己取得財産の相続
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いるが,一般に同一パユン成員間の結婚はい

まだに禁止されている｡

(8) 結婚後の居住形態は,妻方居住制であ

る｡ この場合でも,村内姫が現在でも一般的

なため,夫はしばしば生家に立ち寄る｡

西スマ トラでは,この100年はどの人口増

加に伴い,農地- そのほとんどがいまだに

共同世襲財産である- が持つ人々の日常生

活における経済的重要性が減少 し,逆に,貨

幣経済の浸透によって自己取得財産の重要性

が増大した｡ これと呼応する変化は,自己取

得財産 (商業利益,俸給など)を稼ぐ者とし

ての夫 (父親)の地位の上昇であり,さらに

その夫を中心とする核家族の,経済単位 ･居

住単位としての重要性の増大である｡

しかし,上の変化をして, ミナンカバウの

母系制が父系制あるいは双系制の親族制度に

とって替られた [Maretin 1961]と結論する

のは,性急に過ぎる｡母系制の出自の原理,

共同世襲財産の母系相続,母系集団の機能の

存続 (例えば世襲財産の共同管理あるいはパ

ユン外婚規制),妻方の親族間の連帯を強め

る結婚後の居住形態 (妻方居住制)など,母

系制の根本的特徴は,いまだにミナンカバウ

社会に強 く残っている｡10)

Ⅱ イスラームの志向する親族体系

イスラームが果たして独自の親族制度を有

しているかどうかは,議論のあるところであ

ろう｡本論では,イスラーム法にみる諸規定

のうち, ミナンカバウの母系制に対立する点

を列挙してみる｡

出白に関していえば,イスラーム法の出自

認知は父系制的色彩が濃い｡子供の嫡出 ･非

嫡出 (legitimacy)を決定するのは父性 (pa-

ternity)である｡イスラーム法によれば,離婚

10)ミナンカバウの母系制の歴史的変化の詳細につ
いては,Kato[1977;1978]を参照｡

盾 9

した女性は離婚後約 100日間は再婚を許され

ないが,これは,女性が前夫の種を宿してい

ないかどうかを確認するためである｡もし女

性が妊娠 している場合,生まれた子供は前夫

に帰属する [Levy 1971:122]｡ また離婚の

際,既に存在する子供に関しても,まだ幼い

場合を除いて,子供は父親の元に残る[Ib2'd.:

139-142]O

財産所有についていえば,イスラーム法は,

財産の共同体的所有や,性別による財産所有

の限定という概念 を持たない｡財産 の相続

は,父親から子供-の相続が一般的である｡

また子供への相続の場合,男子は女子よりも

優遇され,女子の取り分が1とすると,男子

のそれは2である｡

家族構成員間の関係については,イスラー

ム法はきわめて父権的性格の濃い規定づけを

行なっている｡男は白分の子供に対 して絶大

なる権力を持つばかりでなく,結婚 (一夫多

妻婚),離婚 (男はたやす く妻と離婚できる)

にまつわる男優先の思想にみるように,男は

妻に対しても強い権力を行使する｡｢父権制｣
と裏腹の関係において,男は妻子を養う義務

を負っている[Zbzld.:99,115,141;Nicholson

1965:106-107]O

婚姻を禁止される範囲は,非イスラーム教

徒,幼時に同じ乳房を分けあった男女という

特殊な規定以外には,きわめて狭いもので,

大体 3親等以内の親族に限られている (図5

参照)｡

▲ ェゴ

◎ 禁止された結婚相手

図5 イスラーム法における｢近親婚｣の
禁止範囲 (前田成文氏作製)
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蓑1 伝統的母系制とイスラーム法の比較

出 自

財 産 所 有

財 産 相 続

生 活 単 位

保 護 者

｢近親婚｣の禁止範囲

居 住 形 態

母 系 制

母 系

共 同所有

母 か ら娘

パルイック
中心

ママ ック

同一 ス ク

妻方母方両
居制

イスラーム法

父 系 的

個人所有中心

｢父から子｣
中心

核家族中心

父 親

概ね3親等
内の親族
｢夫方居住｣
志向

父権中心の家族関係を反映 して,結婚後の

居住形態 も夫方居住制への志向が強い [Ha-

zairin1968:182;Nicholson 1965:108]｡

イスラーム法は,種々の法領域のうちでも,

結婚,家族生活,相続などに係わる私法嶺域で

の規定を非常に重要視するといわれる 【Jos-

selindeJong 1960:196]｡ これまでの叙述

から, ミナンカバウの母系制は,まさにこの

領域においてイスラームと対立 ･矛盾する関

係にあることがわかる｡ 表 1にみるように,

この対立は,理念的には容易に融和させるこ

とのできない性質のもののように思われる｡

Ⅲ 矛 盾 か 斉 合 か

母系制とイスラームの ｢矛盾｣が,いつご

ろからミナンカバウ人に意識され始めたのか

は定かでない｡少なくとも18世紀末に始まる

パ ドリ運動(イスラーム改革運動)時代には,

一部のイスラーム教師 ･有識者 (ulamaウラ

マ)によって,｢矛盾｣は指摘されていた [Dob-
bin 1974:330]｡母系制とイスラームの関係

は,19世紀の後半になると,論議さるべき重要

なテーマとして,オランダおよび ミナンカバ

ウ知識人の間により明確に意識され, この認

識は今世紀初頭にも受け継がれている｡11)

230

母系制とイスラームを巡る論議には,当然

のことながら二つの立場が存在する｡一つは,

両者は矛盾するという立場であり,もう一つ

は,両者は矛盾せず斉合するというものであ

る｡ それぞれの立場 に組 みする代表的議論

杏,ここでみてみよう｡

｢矛盾派｣は,母系制とイスラームとの問

に,理念上および実践上の矛盾 ･対立を認め,

それを ミナンカバウ社会の歴史的発展の中で

位置づけようとする｡即ち,母系制とイスラ

ームは矛盾するゆえに,母系制は, ミナンカ

バウ社会のイスラーム化が進むにつれ崩壊す

ると考える｡例えば,インドネシアのイスラ

ームに詳 しいスヌ-ク･フルフレーニイエは,

19世紀の終わりに, ミナンカバウ人のイスラ

ームに対する強い信仰心,そしてイスラーム

有識者のアダ ットに対する戦闘的態度をみる

限り,母系制 はその将来 において 崩壊 を運

命づけられている,と予言 している [Snouck

HurgroIづe 1906:γol.ⅠⅠ,3,16;Josselinde

Jong 1960:196]｡

上のような意見はオランダ入学者の間に多

くみられたが [Maretin 1961:172],ミナン

カバウ知識人の間にも同意見の人がいなかっ

た訳ではない｡｢矛盾派｣に近い立場の人は,

ミナンカバウ知識人の中でも特にイスラーム

との関係が深い人々(ウラマ)に多かった｡彼

らの意見には,イスラーム化の進行に伴って

ミナンカバウの母系制は崩壊するであろう,

といった傍観者的態度ではなく,むしろその

崩壊過程の遅々たる歩み,そして不完全さに

いらだっている面がみられる｡従 って,彼 ら

はより行動的な志向を示 し,書物,説教など

を通 じて母系制の変革を目ざし, ミナンカバ

ウの親族制度をイスラームに適ったものに変

ll)このような認識は,既に述べた,経済的重要性
を増しつつあった自己取得財産の相続問題-
イスラーム法に拠るかアダットに拠るか- に

触発された面が大きかった｡



加藤 :矛

えてゆこうと主張する｡

ミナンカバウの｢矛盾派｣の代表としては,

19世紀末から20世紀初めにかけてメッカで活

躍 した ミナンカバウ出身のウラマ,アフマ ッ

ド･カティブ(AhmadChatib,1860-1916)が

あげられる｡カティブは,ブキティンギ近 く

の村 コタ ･ガダン (KotaGadang)の生まれ

で,15才の年にメッカに渡り,その地の宗教

界でも重要な地位を占めるまでにいたった人

である｡彼は特に,母系制に基づ く相続法を,

イスラームの教えと相対立するものとして糾

弾 した｡ カティブによれば,イスラーム法に

逆 らう母系財産相続を遵守する者は,不当に

得た財産を享受する泥棒であり,母 系制 ア

ダ ットに従 う者は地獄 に堕ちるであろうと

まで極言 した｡彼はメッカにおいて多 くの ミ

ナンカバウ人の弟子を養成するとともに,メ

ッカから母系制を廃止するための活動 (主と

して著作活動)を続け, ミナンカバウの母系

制が廃止されるまで西スマ トラの土は2度と

踏まないという誓いの通 り,メッカでその生

涯を終えている[Abdullah 1972a:203-204;

Schrieke1973:34-37]｡

カティブと同様の趣旨の発言は,インドネ

シア革命 (独立戦争)時の1946年, ミナンカ

バ ウの母系制アダ ットは,インドネシアと同

じように革命の洗礼を受けるべきであると主

張 した,もうひとりの著名な ミナンカバウ出

身のウラマ,-ムカの著作にもみられる｡彼

の主張は,イスラーム法ならびに時代の要請

に適応するよう,母系制を夫婦そして親子関

係を中心とする親族制度に変革 しよう,とい

うものであった [Hamka 1963]｡

｢矛盾派｣の主張 ･提案に対 して反 ｢矛盾

派｣,即ち ｢斉合派｣は,単に母系制とイスラ

ームは矛盾 しないばかりでなく,両者は相互

補完的な関係にあると説 く｡｢矛盾派｣の多 く

がイスラーム教師 ･有識者であったように,

｢斉合派｣は主に,プンフル (母系血族集団
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の長)に代表される,アダ ットの上で何 らか

の重要な地位を占めている人々であったこと

は,驚 くに値 しないであろう｡

彼自身プンフルであるファクルディン(Fa-

ChruddinHs･DatukMadjolndo)は,(母系

刺)アダ ットとイスラームについて,次のよ

うにいっている｡

当初においてアダ ットとイスラーム

の関係は,単なる似合いな者同志の出

合いにしか過ぎなかったが,のちに,

両者は撚り合わさって一つのものとな

り,お互いを強め,助け,そして支え

るものとなった｡終局的には,アダッ

トとイスラームは一つの命を持つ もの

となり, 現実に両者を弁別することは

できない [DatukMadjolndo 1970:

1]｡

アダットとイスラームが一体でありうる理

由として,両者に共通な次のような哲学的精

神があげられている[)bZld.:1-3]｡

(1) 人道主義の精神

(2) 人間がともに生きてゆく上での安寧,

平和,繁栄,協調の重視

(3) 森羅万象をもって,人間界の指針とす

る

(4) 民衆一般と社会の保護

(5) 道徳 ･礼儀の重視

(6) ものごとを決めるにあたって ｢満場一

致の原理｣の重視

アダ ットとイスラームの不可分な関係は,

ミナンカバウ出身の著名な法学者,ナスル ン

によっても指摘されている｡彼によれば,覗

世の事柄,そして特定の事柄に多 く係わるア

ダ ットは,超越的かつ普遍的なイスラームと

の融合によって, 完全なものとなった [Nas-

roen 1957:28-30]｡

一般に,｢矛盾派｣が ミナンカバウのアダ ッ
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トとイスラーム法との間の具体的な対立点,

例 えば相続 や父権 に注目するのに対 して,

｢斉合派｣は個別の対立点を無視 し,より観

念的,抽象的な議論に終始 している｡従って

両者の議論は決 して噛み合うことがなく,｢矛

盾｣と ｢斉合｣の ｢現実｣認識の違いは,対

話や理性で解決できる性質のものではない｡

知識層12)の動向は別として,ミナンカバウ

人一般は,母系制とイスラームの関係をどの

ように受け止めているのであろうか｡この疑

問 を考える上で, ｢矛盾派｣のカティブと-

ムカの意見が,どれほどミナンカバウの大衆

に説得力を持っていたのかを検討 してみるの

揺,示唆的である｡

カティブとハムカの例は,社会的に大きな

影響力を持つ ミナンカバウ人が,公に母系制

の廃止を提唱した,私が知る限 りでは最 も注

目すべき事例である｡両者ともに,親代々(主

として父方を通 して)の著名なウラマ一家に

生まれ [Hamka 1966;1967],彼 ら自身も博

識なウラマとして,その影響力はイスラーム

の強い ミナンカバウ社会にあって大きなもの

があった｡ 彼 らの母系制廃止の提唱は,ウラ

マとしての絶大なる影響力にもかかわらず,

ミナンカバウ社会に母系制変革の気運を巻き

起こすにはいたらなかった｡13)

なるほど20世紀初頭には,カティブの弟子

たちがメッカからスマ トラに戻り,カウム ･

ムダ (Kaum Muda一 若い集団)運動とい

われる宗教改革運動を通 して,宗教ばかりで

12)ここでの知識層とは,西洋教育を受けた知識人
ばかりでなく,イスラームやアダットに造詣の

深い人々も含める｡

13)カティブ(メッカ),ハムカ (主にジャカルタ)
ともに活躍の舞台は酉スマトラの外にあり,母
系制廃止の提唱もミナンカバウ社会の外からな
された｡これは,母系制を潔しとしない者は西

スマトラに留まらないというだけでなく,活躍

の場が西スマトラの外であったからこそ,彼ら
は母系制廃止を大胆かつ公に唱えることができ
たともいえる｡
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な く, 政治運動, 任意集団 (voluntaryasso-

ciation)の組織化, イスラーム教育の近代化

などにおいて,数々の変革をなし遂げた｡し

かし,母系制に関していうならば,彼 らの目

ざしたところは母系制そのものを葬り去るこ

とではなく[Schrieke 1973:56],男性の自己

取得財産を子供にも譲渡できるよう,社会的

コンセンサスを得ることであった｡14)

ハムカの問題の著 『ミナンカバウのアダ ッ

トは革命に直面す』[Hamka1963]にしても,

その発表当時,西スマ トラ内に著者に対する

反発を招いた以外,積極的な反応を得ること

はできなかった [Zb2'd.:12;1968:41]｡

1972年 1月から1973年 6月にかけて,私が

西スマ トラ州で行なった調査の経験において

も,母系制とイスラームは矛盾する,という

意見を持つ ミナンカバウ人に会 うことはまれ

であった｡私の調査の一つは,ブキティンギ

近 くの四つの村における面接調査であった｡

その中で 382人の成人男子に次のような質問

をしてみた｡

ミナンカバウのアダ ットとイスラー

ムは,前者が母系制に,後者が父系制

に立脚 しているゆえに矛盾するという

意見があります｡あなたはこの意見に

ついてどう思いますか｡この意見につ

いて賛成ですか｡

結果は,賛成と答えた者16%,反対と答え

た者84%であった｡このような意識は村人だ

けでなく,都市に住んでいるミナンカバウ人

にも共通する｡上に述べたブキティンギ近在

の四つの村のうちの二つの村の出身者で,覗

在パカンパル(中央スマ トラ･リアウ州州都)

とパダ ンで働いている73人の成人男子に,上

と同じ質問をしてみた｡結果は15% が賛成

14)カウム･ムダ運動全般に関しては,Abdullah
[1971]を参照｡



加藤 :矛

で,85%が反対であった｡これら出稼ぎ人の

多 くは,既に15年以上自分の村を離れている

人たちで,教育程度 も比較的高 く,職業もホ

ワイ ト･カラー(主に政府関係の仕事)が主体

である｡｢モダン｣な出稼ぎ人 も,イスラーム

と母系制に関する限り,村の同胞と同じよう

な意識を持っているといえよう｡

私は,母系制とイスラームが,全 く緊張感を

伴わない関係にあるとは思わない｡ しかし,

母系制とイスラームの ｢対立｣は, ミナンカ

バウ社会に常に顕在 しているわけではない｡

過去においてパ ドリ運動やカウム ･ムダ運動

のように, ミナンカバウの歴史の節目となる

ような出来事が起こった時,｢対立｣は,一つ

の(どちらかというと中心的ではない)争点と

して顕在化 している｡同じようなことが,将

来繰 り返されても不思議ではないであろう｡

しかし,少なくとも日常の生活においては,

人々は ｢対立｣を実感として経験 しているわ

けではない｡ 大部分の ミナンカバウ人の意識

の中では,母系制とイスラームは矛盾 しない

ばかりか,相互補完の関係にあり,多 くの人

にとって ミナンカバウ文化の本質は,この両

要素を抜きにして考えることはできない｡

では,母系制とイスラームに関するこのよ

うな ミナンカバウ的了解の仕方は,一体どの

ように説明できるのであろうか｡前項でみた

ように,理念的には母系制とイスラーム法は,

いくつかの点で明確な対立関係にある｡)この

意識と理念のずれを,我々はどのように説明

したらよいのであろうか｡

ミナンカバウ出身の歴史学者タウフイツク

･アブ ドゥラによれば,母系制アダ ットとイス

ラームの対立関係は, ミナンカバウの文化的

テーマの一つとして考えられなければならな

い｡即ちアブ ドゥラによれば, ミナンカバウ

社会は,本源的に種々の矛盾 ･対立する要素

を内包 しており, ミナンカバウの歴史的発展
エラン
の活力は,これらの対立する要素を統合し,

盾?

その統合がさらに新 しい対立 ･緊張を生み,

またそれを統合するといった,彼の言葉を借

りれば螺旋状の転回から生まれる｡ アダ ット

とイスラームの対立も,このような ミナンカ

バウの歴史 ･文化的テーマの変形として考え

られる｡アダ ットとイスラームは相対立する

関係にありながら,両者ともミナンカバウ社

会 の歴史的転回 にとって不可欠 なものであ

り,一方が他方を排除する,あるいは排除すべ

き関係にあるのではない[Abdullah1966]｡

アダ ットとイスラームの対立を,他から独

立 した事象としてではなく, ミナンカバウの

全体的な文化的脈絡の中でとらえようとする

努力は評価 しつつも,アブドゥラの解釈には,

いささか悪意的感 があるのは免れない｡ ｢対

立と統合の交互作用｣は,一体どれだけミナ

ンカバウ特有の現象といえるであろうか｡ま

たアダ ットとイスラームの対立を,｢対立と統

合の交互作用｣は ミナンカバウの歴史的転回
二ラン
の活力であるという,アプ リオリな文化的命

題に取 り入れることによって,アブ ドゥラの

解釈はすべてを説明したようでありながら,

結局は何 も説明 していないのではないだろう

か｡

｢矛盾派｣,｢斉合派｣,そしてアブドゥラも

含めて,アダ ットとイスラームに関する従来

の議論には,重大な視点が一つ脱落 していた

ように思われる｡ それは歴史的視点である｡

アダ ットとイスラームの関係は,単に母系制

の慣習とイスラーム法の理念的な比較や,普

遍的な ミナンカバウの文化的枠組の考察のよ

うに,歴史的視点を捨象している限り理解す

ることはできない｡ ミナンカバウの ｢パラド

ックス｣は歴史的 ･社会的 ･文化的な真空状

態の中に生まれたものではなく,ある歴史的

状況の産物である以上,それはアダ ットとイ

スラームの相互作用の歴史的過程との関連の

上 で考察 されなければならない｡具体的 に

は,母系制 ミナンカバウ社会に,父系制的色
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彩の濃い新 しい宗教がいかに取 り入れられた

のか,即ちミナンカバウ社会のイスラーム化

を取 り巻 く歴史的 ･社会的状況の考察が必要

とされる｡

以下では, ミナンカバウの初期のイスラー

ム化,そして,アダットとイスラームの関係

に決定的に重要な影響を与えたパ ドリ運動に

ついて,順次みてゆくこととする｡

Ⅳ ミナンカバウ社会のイスラーム化

現在までのところ, ミナンカバウのイスラ

ーム化の過程に関する定説は存在 しない｡い

つごろイスラームが ミナンカバウ社会にもた

らされたのかという問題ばかりでなく,どの

ルー トをたどってどのような人々によってイ

スラームがもたらされたのかも,明確ではな

い｡歴史的な資料が不足 しているばかりでな

く,敬慶なイスラーム教徒であるミナンカバ

ウ人にとって,歴史的に早い時期での ミナン

カバウのイスラーム化を立証することは,種

族の誇 りにもつながる関心事であり, ミナン

カバウ人ウラマの手になる ｢客観的｣学問成
果を期待 しにくいきらいがある,という事情

もある｡また,何をもって一つの社会がイス

ラーム化されたとするのかも, ミナンカバウ

の場合だけに限定されないとはいえ,未解決

の問題である｡

上のような種々の困難にもかかわらず, ミ

ナンカバウ社会のイスラーム化の歴史的過程

について,次のことがいえる｡

(1) ミナンカバウとイスラームの社会的に

意味のある形での最初の接触は,歴史的には

恐 らくスマ トラ西海岸ではなく,スマ トラ東

海岸を通 じて起こった｡
ダ レ ツ ク

(2) しか し,内陸高地にまでイスラームの

影響力がおよぶようになるのは,スマ トラ西

海岸を通 じてであり,時期的には17世紀の後

半になってからと思われる｡

234

(3) ミナンカバウに導入されたイスラーム

は神秘主義的要素の強いもので,18世紀末の

パ ドリ運動が起こるまで, ミナンカバウ人は

イスラームの戒律 (1日5回のお祈 り,断食

など)を従順に守っていたわけではない｡

これらの点について,もう少 し詳 しく検討

してみよう｡

スマ トラの中で最 も早 くイスラーム化され

た地域は,北スマ トラ東海岸のベルラク(Per-

1ak)で,13世紀末には既にイスラーム化され

ていた｡ その後ベルラク近辺の諸港 もイスラ

ーム化され,1400年ごろになると,海峡を越

えたマレー半島にイスラーム王国マラッカが

建国された 【Hal1 1970:Chap･10]｡

これらイスラーム港市国とミナンカバウと

の間に,どの程度の交流関係があったのかは

明らかではない｡しかし,中央スマ トラ東海

岸に存在 した カンパル (Kampar)とインド

ゥラギ リ(Indragiri)の両港市国は, 本来 ミ

ナンカバウの植民地的性格が強 く,これらの

地に移り住んだ ミナンカバウ人は,交易活動

を通 じてマラッカや北スマ トラのイスラーム

諸港と関係を結び,その一部はイスラーム化

されたと想像される｡少なくとも15世紀の半

ばには,カンパルおよびインドゥラギ リの王

とその側近はイスラーム教徒であったという

記述が, トメ ･ピレスの 『東方諸国記』にみ

られる[ピレス 1966:404-405]｡15)

ミナンカバウ本来の地 (現在の西スマ トラ

州)のイスラーム化に関しても,同 じ 『東方諸

15)南スラウェシのマカッサル人の伝承によると,
彼らのイスラーム-の改宗は,1605年のミナン
カバウ･イスラーム布教者の活動によるという
lMattulada 1976:9-11l｡また,フローレス島
西部の住民も,(17世紀に?)ミナンカバウ移住
者によってイスラーム化されている[クンチャ
ラニングラット 1980:236]｡ このような早い
時期に東へ進出したミナンカバウ人モスリム
は,恐らく西スマトラ出身者ではなく,早くか
らイスラームとの接触があったスマトラ東海岸
のミナンカバウであったと思われる｡
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図 6 ス

国記』が,16世紀初めの報告として, ミナン

カバウの王のひとり (ミナンカバウの王につ

いては後述)が最近モスリムになったと記 し

ている｡ しか し,これは例外的な事例で,当

時西スマ トラの ミナンカバウ社会一般は,ま

だイスラーム化されてはいなかった [同上書:

290-292]0

西スマ トラの海岸地帯において本格的なイ

スラーム化が始まるのは,16世紀の末から17

世紀の半ばにかけてである｡ 当時西海岸地帯

マ ト ラ

きん

は,金と胡椴を求めてスマ トラ北端から進出

してきたアチェ王国に支配されていた (図 6

参照)Oアチェはこれより先に既にイスラーム

化されており,アチェによる西スマ トラ海岸

の支配は,この地域へのイスラームの拡散に

大きなはずみをつけるものであった[Dobbin

1972:5;Schrieke 1955:52]｡

西海岸地帯に導入されたイスラームが,ど
ダ レ ツ ク

のような経緯をたどって内陸高地-と広がっ

ていったのかは不 明である｡ 17世紀初 めに
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は,アチェからのイスラーム布教者がダ レッ

クを訪ねており, この時代までにはイスラー

ムがこの地域-も浸透 しつつあったことが知

られる[Dobbin 1972:5-6]｡しか し,ミナン

カバウ社会のイスラーム化において,決定的

に重要な役割を果た したのはシェィク ･ブル

-ヌディン (SjechBurhannudin)であった

[Abdullah 1966:8]｡16)

シェィク ･ブルハヌディンは,アチェの地

シンケル(Singkel)出身の, 当時スマ トラで

著名な神秘主義者シェィク ･アブ ドゥルラウ

フ (SjechAbdurraur)に師事 した (シェィク

･アブ ドゥルラウフ自身は,メッカでイスラ

ーム神秘主義を学んでいる)｡ブル-ヌディン

は17世紀末にアチェか ら西スマ トラに帰 り,

パダ ンの近 くのウラカン (Ulakan)にイスラ

ーム布教のための塾を設立 した(図 1参照)0

この塾はシェィク ･ブル-ヌディンが没する

]704年ごろまでにほ, ミナンカバウ宗教界に

おける唯一の権威とみなされるほど重要にな

っていた [Loc.celt.]｡ウラカンには, 海岸地

帯だけではなくダレックか らも多 くの弟子が

集まり, これ らの弟子 がのちに各地 に設立

した塾を通 して,イスラームは ミナンカバウ

社会全体 に布教 された [Ih'd.:8-9;Dobbin

1972:5-6;1974:325-326;Graves 1971:

103-104]｡

か くして西スマ トラに広まったイスラーム

は,ス-フィー (Sufi)派の一派であるシャタ

リア ･タレカット (Sjatariahtarekat)であ

る｡17) シャクリアはインドの影響を受けた神

秘主義的イスラームで,土着文化と融合 しや

すい性格を持ち, ミナンカバウのアダ ットと

も適合 しうる宗派であった｡ さらにその教義

16)シェィクは,イスラーム有識者に与えられる最
高のタイトルの一つである｡

17)タレカットは,神秘学派の意である｡シャクリ
アは18世紀を通じて西スマトラに大きな影響力
を振るったが,他のタレカットの学派も知られ

ていた【Dobbin 1974:326]｡
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の強調するところは,冥想その他の訓練によ

って個人個人の心の純粋さを培い,またア ッ

ラーとの一体化を目ざすことであり,必ず し

もイスラームの戒律の遵守は重要視されなか

った [Abdullah 1966:9;Dobbin 1974:

325-326;Peacock 1973:107; Snouck

Hurgronje 1906:γol.ⅠⅠ,12-20]｡この意味

で,当時の ミナンカバウ人が決 して｢良いイス

ラーム教徒｣でなかったことは驚 くに値 しな

い｡18世紀におけるミナンカバウ人の宗教心

について,次のような観察がオランダ人によ

ってなされている｡｢(ミナンカバウ人は)冒
らをマホメット教徒とみなしている貴族を除

いて,その大部分が異教徒,というよりはむ し

ろ不信心者である｣[Dobbin 1974:327に引

用]｡また,｢1日5回のお祈 りや断食といった
イスラームの戒律 も,いいかげんにしか守 ら

れておらず,モスクに来る人 も少ない｣[Loc.

√〟.]｡

宗教的実践･行動よりは冥想を,戒律の遵守

よりはアッラーとの一体化を強調する神秘主

義的かつ適応性の高いシャクリア派｡このよ

うなシャクリア派の宗教的志向を反映 して,

｢異教徒｣あるいは ｢不信心者｣とみなされ

た ミナンカバウ人｡ここには,アダ ットとイ

スラームの対立を示唆するものはない｡

19世紀以前において,イスラームとアダ ッ

トの交互作用がいかなる歴史的過程を-たの

かは,いまのところ明 らかではない｡少な く

とも,両者の間に鋭い対立が存在 したという

記録 はない｡ ともあれ両者 の交互作用 の結

果,イスラームは部分的にアダ ットの中に取

り入れられることとなった｡18)例えば,アダ

18)イスラーム到来によるアラビア文字の導入以前
は,ミナンカバウは文字文化を持っていなかっ
たと考えられている rDatukMaruhunBatuah
and BagindoTanameh ca.1954:7;Datuk
NagariBasa 1966:16-171｡従ってアダットの
本格的な体系化は,アラビア文字の導入後であ
り,イスラームはアダットの体系化･概念化にも
影響を与えたと思われる【Abdullah 1966:9-
10]｡
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ットにのっとった重要な役職の一つにマ リム

(malim)がある｡ マ リムは結婚,離婚といっ

た,アダ ットに関する事柄でありなが ら,同

時にイスラームにも係わる事柄の処理に関 し

て責任を負 っている｡ 例えば結婚 したい男女

が,イスラーム法によって結婚の許される間

柄にあるかどうかの確定,そして離婚時のイ

スラーム法にのっとっての認定は,伝統的に

はマ リムの仕事である｡マ リムという名称自

体が,イスラーム教師を示すアラビア語のム

ア リム (mu'alim)か らきており,宗教色の強

い地位であることがわかる｡それにもかかわ

らず,この地位はアダ ットの中に組み込まれ,

マ リムは,イスラームに対する知識や信仰心

の強さによってではな く,他のアダ ットにの

っとった地位 (例えばプンフル- ー母系血族

集団の長)と同 じように, 血縁 ない し家系

によって任命されるのが常であった [Graves

1971:62-63]｡
以上みた通 り,19世紀以前の ミナンカバ ウ

社会にあっては,アダ ットとイスラームの関

係は対立 ･矛盾を含むものではな く,む しろ

両者は無関心な共存関係にあったといってよ

いであろう｡ この状態に変化が起 こるのは,

18世紀末に始まるパ ドリ運動ののちのことで

ある｡

Ⅴ パ ド リ 運 動 の 概 観

パ ドリ(Padri)の語源およびその意味は,必

ず しも明確ではない｡ポル トガル語のパ ドレ

(padre- 僧侶)か ら由来するという説もあ

れば,当時スマ トラか らメッカに行 く際の経

由地となっていた,スマ トラ北岸のペディル

(Pedir)か ら由来するという説 もある [Zh'd.:

105]｡パ ドリ運動自体は18世紀の末,どちら
ダ

かというと穏やかな宗教改革運動として,内
レツク
陸高地に起 こった｡

パ ドリ運動の背景としては, ミナンカバ ウ

盾9

社会における道徳の退廃そして経済的困窮の

増大があげられる｡17世紀の後半以来,西ス

マ トラの海岸地帯は,アチェのあとを受けて
きん

オランダによって支配された｡オランダは金

と胡椴の買いつけ･輸出を掌握するとともに,

数々の経済的独占政策を打ち出した｡ 海岸地

帯の塩業は禁止され,ダ レックの人 も,マ ド

ゥラ島か らオランダの手によって独占的に輸

入された塩を高い価格で買わなければならな
丁ラツク

かった[Dobbin 1977:19]｡19)アヘンと米酒

(礼rak)もオランダの占業のもと,西スマ トラ

に盛んに導入された｡恐 らくオランダの経済

活動は, ミナンカバウ社会の一部の層を潤す

ものであったのであろう,賭け事や賭け闘鶏

も広 く行われるようになったようである｡さ

らに,ア-ンの吸飲,賭博などの悪習の横行

は,強盗,殺人,人身売買とい った金めあて

の犯罪を助長 した [Dobbin 1974:328]｡既

に18世紀には,このような社会状況はイスラ

ーム教師 ･有識者(ウラマ)の問に,憂慮の念

を抱 かせるほどにまでなっていた [Schrieke

1973:12-13]｡20)

パ ドリ運動の最初の指導者は,ダ レックの

一部であるアガム地域にいた トゥアンク ･ナ

ン･トゥオ (TuankunanTuo)である｡21) ト

ゥアンク ･ナン･トゥオは,当時 ミナンカバ

ウ社会にみられた社会悪- 殺人,強盗,賭

博,飲酒,ア-ンの吸飲- の蔓延に心を痛

め,頁のモス リムとしての戒律を人々に教え

ることにより,このような状況を正 していき

19)オランダの塩は,北スマトラ西海岸のイギリス
支配港であったナタルとタパヌリで売られてい

た塩よりも,2倍も高かった [Dobbin 1972:
151｡
20)スマトラにおけるアヘンの吸飲,闘鶏などの習
慣に関しては,Marsden[1966:273-279]を参
照｡

21)トゥアンクもシェィクと同じように,イスラー
ム教師･有識者に与えられる最高の称号の一つ
である｡
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たいと考えた [Loc.lit.]｡22) トゥアンク･ナン

･トゥオがいつごろ宗教改革運動にのり出し

たのか明 らかではないが,少なくとも1780年

代 の末には, アガム地方 で新 しい教えを広

め始 めていたものと思われる [)bald.:330,n･

90]｡

比較的穏やかであったパ ドリ運動は,1803

年ごろ,3人の ミナンカバウ出身の-ジ(haji

- メッカへの巡礼を終えた者)が帰国する

ことにより,より急進的な段階へと移行 し,23)

この傾向は, トゥアンク ･ナン･トゥオの弟

子のひとりである トゥアンク ･ナン ･リンチ

ェ (TuankunanRinceh)が, パ ドリ運動の

指導的地位を襲 うことにより,さらに拍車が

かかった [Dobbin 1974:331-336]｡24)急進

派の教義は,コーランと相反する ミナンカバ

ウの慣習をすべて廃止することであり, コー

ランの教えに逆 らう行為は,死をもって罰せ

22)このような考え方の背景には, トゥアンク･ナ
ン･トゥオの宗教的志向の変化もあるようであ

る｡トゥアンク･ナン･トゥオは,もともとウ

ラカンにおいてシャクリア派の神秘主義的イス

ラームを修めたが,のちにナクシャバンディア
派 (Naksjabandijah)の影響を強く受けた模様
である｡ナクシャバンディアもシャクリアと同

じく神秘主義に属するが,その教えはシャクリ
アにくらべるとスンナ(sunna- マホメットの
言行を基にした口伝律法)により忠実であり,

その意味で宗教的戒律の実践を重視した [Dob･
bin 1972:6-7;Hamka 1967:23124].
23)これら3人の-ジは,ワ-ビ派 (Wahhabis)の

影響を強く受けたと一般に考えられているOワ
-ビは,18世紀中ごろにアラビアに起こったイ
スラーム改革運動急進派で,ジィ-ツド(jihad

- 聖戦)による宗数の粛正を主張･実行した｡

その教えは,スンナとコーランへの回帰を強調

し,当時のアラブ世界に満ちていた社会的退廃

の払拭を標傍した｡1803年には,メッカを占領
･支配している[Dobbin 1972:9-10]｡

24)1803年以降,特に1821年のオランダ介入以降の
パドリ運動は,その武力闘争的側面ゆえにパド

リ戦争と呼ばれることが多い｡本論では, トゥ

アンク･ナン･トゥオ指導下の ｢世直し｣的宗
教改革運動との連続性を重視して,一貫してパ

ドリ運動という名称を使用することにした｡
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られるべ Lというものであった｡より具体的

には,信仰の告白,25)割礼, 1日5回の祈 り

などのイスラームの戒律の遵守,そして禁欲

が強調され,タバコ,ア-ン,シリ,26)闘鶏,

賭博,米酒,歯をやす りで削る習慣は禁止され

た｡ さらにこの教義に賛同する者は,男はア

ゴヒゲを生や して白布を着,女は顔を覆うこ

とが義務づけられるとともに,男女の混浴あ

るいは全裸での水浴びは禁止された｡ これ ら

の教義を守 らない時は,個人であれ村であれ

罰金刑を受けるか武力で攻撃された [Datoek

Madjole10andMarzoeki1951:56-60;Dob-

bin 1972:10;1974:333-336;Radjab1964:

23,31,43]｡27)

ダ レックにおいて急進的 ･戦闘的な宗教改

革運動の嵐が吹きあれていた時,西海岸地帯

の様子はどうだったのであろうか｡17世紀の
後半以来 この地帯がオランダの支配を受け,

この支配がダ レックをも含めて ミナンカバウ

社会全体に,歓迎されざる影響を与えたこと

は既に述べた｡オランダによる海岸地帯の支

配は,しか し常に順調であったわけではない｡

17世紀末か ら18世紀初めにかけて,海岸地帯

では土着勢力間 の争いが絶えなかった [Ab-

dullah 1967:12,15]｡また同 じ時期に,旧支

25)イスラームの入信者は信仰の証として,｢アッ
ラ-のはかに神なく,マホメットはアッラーの
み使いである｣という,信仰の告白を義務づけ●●●
られている｡

26)シリ(sirih)は,キンマの葉にビンロウジの実,
ガンビール(アカネ科の常緑潅木),石灰を包ん

だ噂好品である｡
27)急進派の教義内容から,彼らの攻撃目標になり
やすかった人々は,闘鶏,ア-ン吸飲などの ｢諸

悪｣にふける財力を持っていた,プンフルをは
じめとするアダットにおける有力者であったろ

うことは,想像に難くない｡ しかしこのこと
からパドリ運動を,アダット勢力と新興イスラ

ーム勢力間の争いと特徴づけることは危険であ

る｡パドリ派には多くのプンフルが参加し,ま

た母系制および母系制に基づく既存の権力組織
を覆そうとする意図はみられなかった [Graves
1971:110-112].
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配者であるアチェと結託 してオランダを海岸

地帯か ら駆逐 しようとする動きもみられた｡

さらに17世紀末には,オランダの競争相手で

あるイギ リスが,パダ ンの南方にあるブンク

ーレン(Benkulen)に商業上の地歩を 築き,

18世紀半ばには北のナタル (Natal)にも進出

して くることによって,スマ トラ西海岸の商

業支配を巡る,オランダとイギ リスの間の競

争も激 しくなっていった [Reber 1977]｡

18世紀後半の西スマ トラ海岸は,オランダ,

イギ リス,そして時にはフランスを交えたヨ

ーロッパ植民地勢力間の抗争の場であった｡

1781年には,アメリカの独立を支持したオラ

ンダと,アメリカの植民地宗主国であったイ

ギ リスとの間の反目のあおりを受け,オラン

ダのスマ トラ支配の重要拠点であったパダン

は,ブンクーレンのイギ リス兵によって占債

された｡この占領は1785年まで続いた[Kathi-

rithamby-Wells1977:170-179;Mansoeret

a7.1970:107]O1793年には,パダンはフラン

スの海賊船によって短期間(5日5晩)占領さ

れ,収奪されている[Mansoereta7.1970:109

-110]｡さらにその 2年後の1795年,今度は ヨ

ーロッパにおけるナポレオン戦争の結果とし

て,パダンをはじめとする西スマ トラ海岸地

帯は,イギ リスによって占髄された｡当時イ

ギ リスは, ヨーロッパ大陸におけるナポレオ

ンの勢力と対抗するため,ナポレオン占領下

のヨーロッパ諸国によって支配されていた植

民地を占領することに決定 し,植民地支配の

拡大によってナポレオン勢力がさらに伸長す

るのを防ごうとした [Graves 1971:125]｡

この時代に有名なイギ リスの植民地官吏ラッ

フルズ (ThomasStamfordRa飼es)がパダ
ダレ ツク

ンに到着 し, 内陸高地 にまで 旅行 している

[Ra刑es 1830]｡
ラッフルズの強い反対にもかかわらず,ウ

ィーン列国会議に先立つロンドン協定 (1814

午)に基づき,1819年,イギ リス政府は西ス

盾 ?

マ トラ沿岸地帯の支配権をオランダに返還 し

た｡か くして,オランダは26年振りに西スマ

トラに戻ることになったが,当時ダレックで

起 こっていたパ ドリ運動-の介入は,1821年

になってからのことである｡その年, ミナン

カバウの王を代表するという14人のプンフル

がパダンを訪れ,｢ミナンカバウ王国｣の譲渡

を代償として,オランダがパ ドリ運動に軍事

介入するよう要請 した[Graves 1971:138]｡

この要請を受け,オランダはパ ドリ運動に介

入するようになるが,その動機の一つは経済

的なものであったことを忘れてはならない ｡

17世紀後半以来オランダは,西スマ トラに

おける種々の商業独占権によって利益を享受

してきた｡ しかし,18世紀の末になると,こ

の状況は変化する｡ 既に述べた西スマ トラ海

岸を巡る英蘭の確執は,この地域の治安の維

持と商業活動を阻害するものであった｡それ

を補うようにしてあらわれたのが,イギ リス

のマラッカ海峡を越えたマレー半島-の進出

である｡1786年にはペナンに自由港を開き,

1795年にはマラッカを占領 し,1819年にはシ

ンガポールを購入することにより,イギ リス

はこれらの港と西スマ トラ内陸部との商業関

係を,東スマ トラか ら河川ルー トを使 って深

めていった [Hall1970:356,498-501](図

6参照)｡か くして,マレー半島のイギ リス領

の港から,シャムの塩,ベンガル綿,日常用

の陶器などが西スマ トラに入 って くるように

なった｡さらに18世紀の終わりから徐々にそ

の重要性を増 し,19世紀の初めには西スマ ト

ラの代表的商品作物となったコーヒー (栽培
ダレツク

地は主として内陸高地)も,西海岸に位置する

オランダではなく,東スマ トラの河川を通 じ

てイギ リスの手に落ちるような状態が発生 し

たのである ｢Dobbin 1972:13-14]｡28)従っ

てパ ドリ運動への介入 を要請された時点 で

は,内陸部にまで支配権を拡張 し, コーヒー

産地を押さえるとともに東海岸-の交易路を
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遮断することは,オランダにとって急務とな

っていたのである｡29)

パ ドリ運動に対するオランダの本格的な軍

事介入は,当時ジャワで起こっていた反オラ

ンダ的なデ ィポ ･ヌゴロ戦争が終わる1830年
以後のことである｡オランダ介入後のパ ドリ

運動は,｢世直 し｣的宗教改革を冒ざすパ ドリ
派と急進的改革に反対する守旧派との戦い か

ら,30)徐々に外国勢力であるオランダに対す

る戦いに転 じ,この戦いは,結果的にはパ ド

リ派や守旧派ではな く,植民地鹿カオランダ

の勝利に終わった ｡31)即ち1837年,パ ドリ派

の西スマ トラにおける最後の拠点であるボン

ジョル (Bonjol)(図1参照)の砦がオランダ

軍の手に落ち,その砦の指導者で,恐 らくパ

ドリ運動の指導者のうち,現在インドネシア

で最 も有名な トゥアンク ･イマム ･ボンジョ

ル(TuankuImam Bonjol)がオランダ軍に降

28)コーヒーはその生育特性のため,比較的気候の
ダ レ ツ ク

涼しい内陸高地で主に栽培された｡ダレックは
また,河川によるスマトラ東海岸との交通の便
も比較的良かった｡恐らくパドリ運動自体の発
展も,ナタルおよびマレー半島に進出したイギ
リスの存在を抜きにしては,考えられないであ
ろう｡パドリ派は自己の運動資金源 ･物資調達

きん

源として,イギリスと金やコーヒーを取り引き
していたと考えられる｡

29)この解釈は,名古屋商科大学の大木昌氏によっ
て示唆されたものである｡同様の解釈について
は,Graves[1971:136-139]を参照｡しかし｢拡
張主義｣的見解は主に西スマトラ駐在のオラン

ダ官吏のもので,バクヴィアのオランダ政庁は,
内陸-の進出に消極的であった [･Loc･liz.].
30)ここではパドリ派,守旧派 (あるいは反パドリ
派)という名称を用いているが,両派ともに,

大同団結して統一戦線を張れるような指導者を
持っていなかった｡パドリ派といえども,指導
者間の相互の横の連絡も乏しく,西スマトラの
各地でどちらかというと個別に宗教改革を行な

っていたようである[Dobbin 1974:342-343;
Graves 1971:108,1101｡
31)これ以降西スマトラは,スマトラ西海岸州とし
て蘭領東インドの中に行政的に組み込まれ,コ
ーヒーの強制栽培制度なども導入されるように
なる｡
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伏 し,ここにパ ドリ運動は終止符を打つこと

になったのである[Zbz'd.:12]｡32)

Ⅵ パ ドリ運 動 の 再 評 価

従来パ ドリ運動は,純粋な宗教改革運動(イ

スラーム保守派とイスラーム急進派の争い),

あるいは,イスラーム至上主義者とアダ ット

守旧派の戦いとみられることが多かった｡ し

か し,この運動をもう少 し違った観点,即ち

パ ドリ運動は,社会的退廃 ･混乱のもと,班

存の社会秩序を見直 し,さらには社会的連帯

の新 しい基礎を模索するための運動であると

いった,より幅の広い脈絡で考えることによ

り,いままであまり定かではなかったい くつ

かの点が明確になって くる｡この作業のため

には,パ ドリ運動以前の ミナンカバ ウ社会に

おいて, ミナンカバウ統一の象徴的役割を果
ラジヤ

た した王について,若干考察 しなければなら

な い ｡

ラジヤ

1, 王の伝統的機能

キャッスルズによると, ミナンカバ ウは元

来政治的 統一性 を 欠 いていたにもかかわ ら

ず,スマ トラの北隣りにあるバタック社会に

くらべると,お互いに一つの社会を形成 し,

そこに属 しているという強い帰属意識を持 っ

ていた (そして持 っている)という [Castles
ナガリ

1972:21]｡33)確かに,村の独立独歩的性格 ･

｢小共和国｣的性格はつとに有名であり,歴

史的にも軍事 ･行政機構を備えた中央集権的

権力,あるいはい くつかの村を支配する地方

権力さえも, ミナンカバウ社会には存在 しな

32)ボンジョル陥落後も西スマトラ南部および北方
では,パドリ派分派によるオランダに対するゲ
リラ的戦いがしばらく続いたが,一般に1837年
をもってパドリ運動終蔦の年とされている｡
33)同様に故スカルノ大統髄も,ミナンカバウ人の
帰属意識の強さに言及している[Maretin 1966:
41]｡
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かった｡またバタック社会と違い,外部世界

から長いこと隔離されることもなく,恐 らく

14世紀以前から,外部勢力との接触あるいは

外部勢力による部分的支配を経験 してきた｡

にもかかわらず, ミナンカバウ社会は,い か

にしてキャッスルズのいうような一つの社会

としての強い一体感と帰属意識を保つことが

できたのであろうか｡

本論では十分満足のゆく解答は与えられな

いが,少なくとも二つの要因があげられる｡

一つは,他のスマ トラの種族あるいは外国人

とくらべても,著 しく特徴的かつ異なる母系

制アダ ットの存在である｡ 母系制が歴史的に

いつごろいかなる理由で ミナンカバウ社会に

取 り入れられたのかは,明らかではない｡あ
タ ン ポ

る伝承によると, ミナンカバウ社会 は本 来

父系制であり,後述のアディティアワルマン

(Adityavarman)が西スマ トラに攻めてきた

時,長老会議の決議によって父系制から母系

制-の変革が行われたという｡これは,武力

で対抗することができないと悟った長老たち

が,アディティアワルマンに恭順 し,母系制下

の婿として受 け入 れることによって, アデ

ィティアワルマンの支配と権 力 を骨抜 きに

しようという苦肉の策であった [DatukNa一

gariBasa 1966:108-131].また他の伝承に

よると,ある王(ここでは無名)が海から酉ス

マ トラに攻めてきた時,やはり武力で抗する

ことができず,上の伝承と同じような意図で

その王を婿として迎えたが, しか しこの伝承

では, ミナンカバウ社会はそれ以前に既に母

系制であった [DatukMaruhunBatuahand

BagindoTanameh cat1954:381｡いずれの

伝承も, ミナンカバウ社会が外部勢力と対時

する際に,母系制は白己の社会を規定する上

で重要な枠組となることを,象徴的に物語っ

ている｡

ミナンカバウの強い帰属意識を説明するも

う一つの要因は,以下に詳 しく述べるミナン

盾9

カバウ社会の統一の象徴としての王の役割で

ある｡

伝統的に, ミナンカバウ文化の影響が広が

っている地域はアラム ･ミナンカバウ(Alam

Minangkabau- ミナンカバウ世界)と呼ば

れ,それは王国 (kerajaan)でも ｢地｣(tanah,

例えば TanahTorajaまたは トラジャの地)

でもないアラム (世界,宇宙)として,独白

の存在を形づ くっていると考えられた｡

ミナンカバウ世界は, ミナンカバウ人発祥

の地であるダレック (内陸高地平野部)とそ

の周辺地域のランクウ (開拓地)に分けられ

る｡歴史的にも文化的にも,ダレックは ミナ

ンカバウ世界の中心であるのに対 し,のちに

ミナンカバウ人および外部の人が定住 したラ

ンクウは, ミナンカバウ世界と外の世界が接

触する地域を構成 し,ダレックとは異なる文

化的要素も包摂 していた｡ダレックは ミナン

カバウ文化 ･伝統の源泉であり,それを取 り

巻 くランクウは,ダレックと外の世界との間

の緩衝地帯,そして外から新 しい文化要素が

入って くる際のフィルターの役目を果たし,

この二つが織 り合わさって ミナンカバウ世界

を形成 していた｡34)

ダレック自体は, タナ ･ダタール (Tanah

Datar),アガム(Agam),リマプル ･コタ(Li-

mapuluhKota)という三つの中核地域に分け

られる｡ このうちタナ･ダタールが歴史的･文

化的に最も重要である｡ ミナンカバウにおけ

る最初の村といわれるパ リアンガン･パダン

･パ ンジャン(ParianganPadangPanjang)

をはじめとして, ミナンカバウの宮廷があっ

たパガルユン(Pagarruyung)(図6参照),ま

た宮廷と関係のあった貴族の居住村 も,タナ

･ダタールに存在 した｡

パガルユンの宮廷がいつごろどのような歴

史的状況下 に生 まれたのかは知 られていな

34)ランクウの意味そして19世紀を境とするその歴

史的変化については,Kato[1980]を参照｡
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図7 ダレックとランクウおよびラジャ

い｡14世紀のヒンドゥー君主であるアディテ

ィアワルマンが,恐 らく最初の ミナンカバウ

の王であり,パガルユンの宮廷も同じ時代に

発するものであろうと思 われる[Datuklia-

tuah 1956:28;JosselindeJong 1952:96;

Mansoer etaZ.1970:58].

いままでに発見されたアディティアワルマ

ンに関する碑文は,時代的には1347年 から

1375年にわたっている[Wolters1970:58]｡出

生において彼は,酉スマ トラの南東部に存在

したダルマスラヤ(Dharmasraya)の王と親族

関係にあったようであるが [JosselindeJong

1952:96;RasjidManggis 1971:46],のち

にマジャバイ ト (東ジャヮ)の王のもとで育

てられ,14世紀の半ばにはスマ トラに戻った
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ようである｡マジャバイ トの支配下にあった

この王 も,1370年代にはジャワ王国の支配か

ら脱 している[Wolters 1970:62]｡もしアデ

ィティアワルマンが ミナンカバウの最初の王

だとすると,王の位は,19世紀の初め王族の

大部分がパ ドリ派によって ｢虐殺｣されるま

で,450年はど続いたことになる｡35)

このような長い歴史にもかかわらず, ミナ

ンカバウの王 は強 い権力 を持っていなかっ

た,というのが一般的な理解である[Dobbin

1974:320;Loeb 1972:102]｡36)王は敬われ

かつ崇められたが [RaLnes 1830:363],崇敬

以上のものは受けなかったようである｡ 王は

経済的基盤としての領地を持たず,ダ レック

(水田稲作が重要な地帯)の村々から租税を
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徴収 することもな く, また軍隊 を 擁 するこ

ともなか った [Datoe'SanggoenoDiRadjo

1919:177;DatukBatuah 1956:85;Fran-

cis 1860:71-72;Loeb 1972:102]｡ ダ レ

ックに対する王の役目は,主として村の間の

紛争や戦い(例えば perangbatu,即ち石つぶ

ての戦い)があった場合に,最終的な調停役

となることであった[JosselindeJ()ng 1952:

107]｡

王のダ レックに対する支配は取 るに足 らな

いものであったが, ランクウ,特に港に対 し

ては,ある程度の政治･経済的支配を行なって

いたようである｡ランクウの港は王に関税,港

湾使用料 などを払 う義務 を負 っており[Da-

toe'SanggoenoDiRadjo 1919:175-177;

35)王族の｢虐殺｣は,｢コタ･トゥンガ (KotaTen･
gah)事件｣といわれるもので,19世紀の初めに
同名のダレックの村で起こった｡当時王族が多

く居住していたタナ･ダタール地域にも,パド

リ運動の指導者のひとりトゥアンク･リンクウ

(TuankuLintau)の活動によって,宗教改革運

動が(しばしば武力手段を通して)広まりつつあ

った｡この事態は,パガルユンの宮廷とパドリ

派の間に少なからぬ緊張状態をかもし出した｡

トゥアンク･リンクウの提案により,両者間の

理解を深める目的で,コタ･トゥンガ村にて王

並びに王族とパドリ派の会合が持たれたが,パ

ドリ泥は王族たちの｢改宗｣説得に失敗し,結果

として多くの王族がその場で殺された｡王白身

は殺害を免れ逃亡したが,この事件によってパ
ガルユンの宮廷は解体したといってよい [Dob-
bin 1974:339-340]｡
なお正式には, ミナンカバウには三つの王位

が存在したことになっている｡即ち,アラムの

王 (RajaAlam),アダットの王 (RaiaAdat),そ

して宗教の王(Rajalbadat)で,このうちパガル

ユンに居住したアラムの王が最高権威を保持し
ていた [DatukBatuah 1956:34-38;Josselin
deJong 1952:100-104]｡この論文でミナンカ
バウの王という時には,この王を念頭に置いて
いる｡

36)逆説的にいえば,内あるいは外から攻撃の対象
になるほど強い権力を持っていなかったからこ

そ,王位は長く続いたと結論できるかもしれな

い｡ミナンカバウの王の起源,そしてその性格

と機能は,｢アラム｣概念の歴史的形成と並ん
で,将来の重要な研究課題である｡

と 盾9

DatukBatuah 1956:85-86],またシア ック

(Si且k),パ レンバ ン,ジャンビ(∫ambi),イン

ドゥラギ リといったスマ トラ東海岸の港市国

は,パガルユンの王に責税を捧げていたとも

伝えられる [Francis 1860:72]｡

実際に王は, ミナンカバウ世界の入口 ･出

口にあたるランタウの港の支配者と特別な関

係にあったOこれ らの支配者は,通常その地

方の貴族かパガルユ ンの宮廷か ら派遣された

王族で,港のラジャ(raja)として王の任命を

受けた人 々であった｡37) ランクウの主だ った

港は, 次の ような場所にみ られた - パダ

ン ･ヌナン (PadangNunang),パ リット･

バ トゥ (ParitBatu),アイル ･バ ンギス (Air

BangiS),テ ィク (Tiku),バ リアマン (Pari-

aman).パ ンダル ･スプル (BandarSepuluh)

地方,インドゥラプラ(Indrapura),スンゲイ

･バグ,プラウ ･プンジュン, シグントゥル

(Siguntur)(図7参照)[DatoekBatoeahSan-

go ca.1966:93-95;DatoekMadjoleloand

Marzoeki1951:24-25;Parlindungan1964:

525-527]｡38) これ らの地の ラジャは, 王 の

代 理 として 関 税 などを徴収 し, 3年に 1回

の,王またはその使者の巡回時までそれを保

管するのを義務 としていた [DatoekBatoe-

ahSangoca.1966:77]｡ しか し, 現実には

王またはその使者の巡回はほとんど実行され

なか ったか,あるいは実行できなか ったよう

37)例えばスンゲイ･バグ(SungaiPagu)のラジャ
は前者に,プラウ･プンジュン(PulauPuI小Ing)
のラジャは後者のタイプに属する [DatoekBa-

toeahSango ca.1966:931｡ラジャも王の意で
あるが,ここではミナンカバウの王と区別した

スケールの小さい王という意味で,ラジャとい

う言葉をそのまま使った｡なおミナンカバウの

王もラジャと呼ばれるが,本論では一貫して王
ラジ十

ないし王と記した｡

38)このうちパダン･ヌナンとパリット･バ トゥは
港ではないが,北のバタック地域との境界にあ
る｡またスンゲイ･バグ,プラウ･プンジュン,

シグントゥルは,ジャンビにつながる重要な河

川ルートをおさえる位置にある｡
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である[LoC･cz'Z･;DatoekSanggoenoDiRa-

djo 1919:177]｡

ミナンカバウの王の,政治 ･経済面での重

要性には多 くの疑問があるが, しかし,王の

ミナンカバウ世界の ｢統一者｣としての象徴

的役割に関しては,次のような肯定的意見が

出されている｡

ヤ ンデ ィ パ トゥア ン (Yangdipatu-

an- 敬われる者,即ち王)の役割は,

主として神聖な性格のものであった｡

王は,(ミナンカバウの)国にダウラッ

ト(daulat- 祝福,幸福,繁栄)をた

れ, ミナンカバウ世界全体の統一を具

現 していた [JosselindeJong 1952:

108]｡

上のような王の機能は, ミナンカバウ世界

の広がりを確定 しなければならないような事

態が起こった時に,一番明確に表現された｡

例えばある伝承によると, ミナンカバウ世界

の北の境界地帯には,かつて多 くのバタック

人が住んでいた｡16世紀の末から17世紀初め

にかけて,パガルユンの王はその地の ミナン

カバウ人に,バタック人を追い払うよう命令

を下 した｡ しか し,その後 もバタック人が ミ

ナンカバウ世界の北限であるラウ(Rau)やそ

の南のルブック･シカピン(LubukSikaping)

にまで南下 ･攻撃 して くるため,ラウの人々

は王に訴え,バタック人との紛争を終結させ

るため王の親族を派遣 して くれるよう要請 し

た｡か くして派遣された王の親族は現地のラ

ジャとして敬われ,これが先に述べたパダ ン

･ヌナンの ラジャである [DatoekBatoeah

Sango ca.1966:95]｡

ミナンカバウ世界の東側の境界にあるクプ

ヌ- ン(Kepenuhan),タンブサイ(Tambusai),

ランバ(Rambah),ロカン･ウンパ ット･コ ト

(RokanIVKoto)といった地域でも,やはり
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現地の ミナンカバウ移住者の要請に基づき,

パガルユンから王の親族がその地のラジャと

なるべ く派遣 されている [PemerintahDae-

rahProplnSiSumateraTengah ca.1955:

Kamparの項]｡ またマラッカ海峡を越えた

マレー半島では,のちのヌダ リ･スンピラン

(NegriSembilan)の一部を構成するルンバウ

(Rembau),スンゲイ ･ウジョン (SugaiU-

jong),およびナ-ン(Naming)が,パガルユン

の宮廷に上の例と同 じような要請を1677年に

行なっており,その結果王の親族であるラジ

ャ･イプラヒム(Rajalbrahim)が派遣された

[Andaya 1975:109]｡39)

上の事例はいずれも, ミナンカバウ世界の

境界地域(ランクウ)において, ミナンカバウ

世界-の帰属が問題となるような出来事に関

するものであり,これらの地への王の親族の

派遣は,いわば王の分身を派遣することと同

じであった｡この場合,王の分身は ミナンカ

バウ世界の封印に等 しいもので,この意味で

パガルユンの王は,まさにミナンカバウ世界

全体の統一を具現 ･象徴 していたといってよ

い｡40)母系制が ミナンカバウ世界の本質を規

定するものであったとすれば,王は ミナンカ

バウ世界の境界を確定するものであったので

ある｡

歴史的にランクウの港は,王にとって実際

重要な財源であったのかもしれない｡このよ

うな考察は別にしても,ランクウの港が ミナ

ンカバウ世界の中で持っていた意味は,これ

らが, ミナンカバウ世界と外の世界との ｢境

界点｣を形成 していたということである｡自

分の親族,あるいは地方の貴族を ｢境界点｣

39)ヌダリ･スンピランは,ミナンカバウの移民に
よってつくられた国である｡この地-の移住
は,早くは15世紀の末に始まったといわれる｡

40)ヌダリ･スンピランをランクウに入れることに
は異論もあろうが,ミナンカバウとの長い歴史
的つながりを考える時,少なくとも過去におい
ては (特に17世紀後半以降)ランクウ的性格を
強く持っていたといえるであろう｡
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のラジャに任命することにより,王は ミナン

カバウ世界の入口 ･出口にあたるランクウ港
ダウラツト

に祝福を与えたのであり,か くして王は, ミ

ナンカバウ世界の広がりを確定 しそれを守っ

ていたのであるといえないだろうか｡41) そし

て下に述べるように,このような王の機能を

可能ならしめたものは,軍隊でも官僚機構で

もなく,王に対 して示された特別な畏敬の念

であった｡

スマ トラの多 くの地には,パガルユンの王

との親族関係 を示唆する起源伝説が 存在す

る｡例えば,カロ ･バタックの地,ルジャン

(Rejang),ジャンビ, シアック, ダナウ･ラ

ナウ (DanauRanau)近 くのスカラ･ブラッ

ク (SekalaBerak)などにみられる起源伝説

は,この類である[EffendyandEffendy ca･

1972:15-16;Jaspan 1964:25;Kathiri-

thamby-Wells 1977:21;KementerianPe-

nerallgan Ca.1954:57;Neuma-1n 1972:

53;坪内 1980:483](図6参照)｡

このような起源伝説がどれだけ史実に忠実

なのかは別にして,この種の伝説の存在は,

ミナンカバウの王が ｢外の世界｣の人々の間

にある特別な地位を占め,崇敬の念でみられ

ていたことを示 している｡また,王はナイフ

を切れないように鈍 くしたり,天候を変える

などの超自然的能力を持っていると ｢マレー

世界｣ では一般 に信 じられていた [Andaya

1975:109,274,n.17]｡バタック人 も,迷信

に近いような畏敬の念をパガルユンの王に対

して抱いていたようで,王はいうにおよばず,

王 の親族 あるいは王 の使者 の命令に対して

も,たたり(例えば農作物の不作)を恐れて盲

従すると,18世紀末の記述にみられるlMars-

den1966:336-337,376-377]｡このような崇

敬･畏敬の念を前提として,我々は初めて王の

41)このような王の役割が,どのような歴史的過程
を-て形成されたのかは,今後の研究課題であ
る｡

盾9

ミナンカバウ世界における役割がどのように

機能 しえたのかを理解することができる｡42)

ミナンカバウ世界の統一を象徴 ･具現する

者としての王の役割は,17世紀の初め以来,袷

徐に機能 しないものになっていったことは,

前の歴史的叙述から明らかであろう｡ 即ち,

17世紀 の初めから約半世紀 にわたって, 西

スマ トラの海岸地帯はアチェによって占領さ

れ,さらにのちにはオランダによって占領さ

れた｡また17世紀以来バタック人の北からの

南下 も活発化している[Castles1975:70,n･

17;DatoekBatoeahSango ca･1966:95]｡

ミナンカバウ世界の侵蝕を前にして,パガ

ルユンの王は総 じて無力であった｡ 特にスマ

トラ住民と歴史 ･文化的遺産を異にするヨー

ロッパ勢力は, ミナンカバウの王-の畏敬の

念とは無縁であり,優秀な火器の所持に劣 ら

ず,この事実はそれだけで王の伝統的役割の

遂行を困難にするものであった｡

外部勢力の進出は,単にミナンカバウ世界

の侵蝕を意味 したばかりでなく,西スマ トラ

に多 くの社会的問題を醸成 した｡塩に代表さ

れるオランダの独占的商業活動は,海岸地帯
ダレツク

だけではなく内陸高地にも経済的困窮をもた

らし,他方ではア-ンの吸飲,飲酒,賭博,

42)どのような理由によって,｢外の世界｣の人々が
ミナンカバウの王に対して崇敬 ･畏敬の念を抱
くようになったのか,明らかではない｡私自身
は,有名なシュリーヴィジャヤ王国と関係があ

るかもしれないと臆測を道しくしている｡シュ
リーグィジャヤの首都は11世紀末に南スマトラ

･東海岸のパレンバンから,その北のマラユ･
ジャンビ(Malayu-Jamt)i)に移り,さらに後者
は,のちに (14世紀の末?)ミナンカバウの王
の支酉己下に入ったといわれる rHall1970:63;
Wolters1970:90]｡また『マレー年代記』は,パ
レンバンの王とミナンカバウの王の間に,兄弟

関係を認める伝承を載せている[Brown 1970:
15]｡あるいはミナンカバウの王は,大国シュリ
ーヴィジャヤの王が享受したに違いない尊敬と

威信を,血縁関係などを通して継承したのかも
しれない｡
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賭け闘鶏,殺人などの道徳的退廃を生み出し

た ｡

このような状況を前にして,無力化 したパ

ガルユンの王は, ミナンカバウ世界の統一の

具現者であるどころか,日和見的に侵略外部

勢力におもねるような有様であった｡オラン

ダが西スマ トラ海岸からアチェを追放 したの

ちの1668年,王はオランダと協定を結び,こ

れによってオランダは西海岸地帯における王

任命の総督となり,王の大臣 (mentriraja)

あるいは唯一の代理人(wakilmutlak)という

タイ トルを授 かった [Kathirithamby-Wells

1969:478]｡1750年代の初めから1770年代の

初めにかけて,いまやオランダを見限った王

は,当時ブンクーレンの僅かに南のフオー ト

･マールボロ (FortMarlborough)にいたイ

ギ リスに対 し,オランダ支配下のナタルから

バ リアマンまでの海岸地域をイギ リス支配下

に移譲するという条件で, この地か らオラン

ダを駆逐 して くれるよう,何回となく要求 し

ている [Kathirithamby-Wells 1977:160,

164]043)1781年にイギ 1)スが一時パダ ンを占

領 した時には,祝詞を携えた王の使者がパダ

ンを訪ねている｡18世紀末にフオー ト･マー

ルボロの官吏であったマースデンの皮肉な注

釈によれば,｢このような祝詞は,我々 (イギ

リス)のあとにパダンを占債するかもしれな

い他の勢力に対 しても,同じような真筆さで

繰 り返されるであろう｣という性質のもので

あった [Marsden 1966:335]｡

このようにみて くるとパ ドリ運動には,早

にイスラーム界内部の闘争,あるいは宗教と

アダ ットの対決といった解釈だけでは理解で

きない側面が潜んでいることがわかる｡ ミナ

ンカバウ世界の侵蝕,そしてパガルユンの王

の無力化という現実に直面 して,パ ドリ運動

はまた, ミナンカバウ世界を統一 ･強固にす

るための新たなる方策を模索 しようとする社

43)この要求は結局は受け入れられなかった｡
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会的凝集運動 (solidaritymovement)であっ

たのではないだろうか｡そしてこの場合, ミ

ナンカバウ世界の存在と存続を再確認するた

めの結束点となったものは王ではなく,イス

ラームという個々の村々を越えた普遍性を持

つ世界宗教であった｡

興味深いことには,1797年の2月10日,パ

ダ ンに大地震があり,死者は出なかったとは

いうものの,その余震はその後 5カ月間も折

折感 じることができるほどであったと伝えら

れる｡この地震は,やがて ミナンカバウ社会

に起きる大きな社会的混乱の前兆であるとい

う流言は,たちまちのうちに口から口へと人

人の間に広まった[Radjab 1964:45]｡この

予言が正 しかったのかどうか,やがてダレッ

クにおいてパ ドリ運動の急進化が進むわけで

あるが--0

2. 宗教改革運動の意味●●

パ ドリ運動を一つの社会的凝集運動とみる

アプローチにおいては,この運動の宗教的性

格自体が考察の対象となる｡とりわけこの運

動 がどうして宗教 改革運動という表現 を取

り,その指導者が何故ウラマ(イスラーム教師

･有識者)であったのかが,問われなければ

ならない｡後者の問題から先にみてみよう｡

伝統的な ミナンカバウ社会にあっては,人

人の生活領域および関心領域は主として自分

の村 の境界内 に限定 されていた｡ プンフル

(母系血族集団の長)であろうとも,自分の村

以外の場所で影響力を行使できることは,ま

ずなかったといってよい｡ 村の境界を越えた

より広い問題意識と視野を持ち,また幅広い

影響力を行使できた人は,王以外にはウラマ

であった｡

ウラマはイスラームに関する知識 ･教育 ･

造詣ゆえに,教師あるいは有識者として尊敬

された人々で,その中でも特に深い知識を修

めた者は トゥアンク (tuanku)というタイ ト
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ルを冠せ られた｡ トゥアンクと呼ばれるよう

なウラマは,通常修行時代に各地のイスラー

ム塾 で学 んでおり, 自ら師 となってか らも

地方 か らや って くる生徒 との接触 を維持 し

[Abdullah 1972a:201-202;Dobbin 1974:

326-327],その高い社会的威信ゆえに請われ

て婚姻関係 も多村におよぶ ことがしば しばで

あった [Hamka 1967:36,50-51,230]｡西

洋教育が入 って くる以前の ミナンカバウ社会

にあって,ウラマは商人などの一部の例外を

除いて最 も地理的移動性の高かった人々であ

り,かつ一つの村の境界を越えた広い範囲で

社会の尊敬を集めることのできた人 々であっ

た｡このようなわけでウラマは,単に自分の

出身村あるいは居住村だけではなく,他の村

村の事情に通 じ,またこれ らの村に影響力を

持っていた ｡ パ ドリ運動の中心的指導者とな

ったの も,これ らウラマであり,特に名のあ

る トゥアンクたちであった｡それも特筆すべ
ダレツク

きは,内陸高地出身の トゥアンクたちであっ

たことである｡

イスラームのダ レックへの普及は,主とし

て西海岸を通 してであり,中でもウラカン(渇

岸地帯)のイスラーム塾が重要な役割を果た

したことは,前にみた通 りである｡ パ ドリ運

動が海岸地帯ではなく,ダレック出身の トゥ

アンクによってダ レックで起 こったことは,

いわば宗教改革運動がイスラーム保守派の牙

城であるウラカンではなく,相対的にはイス

ラーム新天地であるダ レックで起 こったこと

を,単に示 しているに過ぎないのか もしれな

い｡ しか し,この事実には,それ以上の意味

合いが含まれているように思われる｡

ウラカンはパダ ン北方の海岸沿いにあり,

オランダの西スマ トラにおける商業活動の中

心地 (パダン)に近いばか りでな く,オラン

ダのもう一つの商業基地バ リアマンにも一層

近い位置にある｡従 って,オランダの二つの

商業拠点に挟まれたウラカンに住み,あるい
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は学んだ人は,西スマ トラにおけるオランダ

の存在をいやが上にも意識させ られる環境に

いた,といってよいであろう｡

ウラカンは17世紀末よりミナンカバウにお

けるイスラーム教 育 の 中心 地 であっただけ

に,ダ レック出身の トゥアンクも,その多 く

が修業時代にウラカンで学んでいる [Datoek

MadjoleloandMarzoeki 1951:40-41]｡ダ

レックの人間 (urangdarek)として,従って

ミナンカバウ文化 ･伝統の中心的な担い手と

して,これら若き日の トゥアンクたちが,渇

岸地帯におけるオランダの侵略 ･支配そして

その悪影響を眼のあたりにして,心を悩まし

たとしても不思議ではない｡ 私の意見では,

パ ドリ運動を起 こした人は実はこうした個人

的背景を持つ トゥアンクたちであり,その典

型は,パ ドリ運動初期の主要な指導者である

トゥアンク ･ナン･トゥオと トゥアンク ･マ

ンシアンガン(TuankuMansiangan)である

[Loc.cz't.;Dobbin 1974:328,335]｡44)

パ ドリ運動がどうして宗教改革運動という

表現を取 ったのかという点に関しては,我 々

はまず ミナンカバウ世界の危機において,イ
アイテ■ンテイテイ

スラームが ミナンカバウの自己規定のために

持っていた特別な意味合いを検討する必要が

ある｡

既に述べたように,17世紀以来 ミナンカバ

ウ世界は,北(バタック人)と西 (アチェ人と

特にオランダ人)か ら侵蝕を受け,その間パ

ガルユンの王は,これ ら外部勢力に対 して概

44)トゥアンク･マンシアンガンは,トゥアンク･
ナン･トゥオの先生の子供で,ミナンカバウの

古いウラマの家系に属する｡彼はトゥアンク･
ナン･トゥオが急進派と訣別したあと, トゥア
ンク･ナン･リンチェの勧めで急進派パドリ運

動の名目上の指導者となった[Dobbin 1974:
3351｡なお,初期のパドリ運動の指導者が,ウ
ラカンで学んだことのあるダレック出身のトゥ
アンクであるのに対し,その後の指導者は,こ

れらのトゥアンクの弟子およびメッカからの帰

国者であった【Ibid･:332-335]｡
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ね無力であった｡ ミナンカバウ世界への侵略

者であるバタック人とオランダ人に共通 し,

現在の考察の上で重要な点は,両者ともにカ

フィル (ka丘r- 不信JL､者)45)であったこと

である｡パ ドリ運動以前の ミナンカバウ人が,

決 して敬度なイスラーム教徒でなかったこと

は,既に述べた通りである｡ しか し,カフィ

ルと規定づけられる外部勢力の侵略に対 し,

イスラーム (モスリム)は,カフィルの反対

概念として,侵蝕を受けつつあるミナンカバ

ウ世界を再定義 ･再活性化 し,個々の村を越

えた ミナンカバウ社会全体の結束点を提供す

るものではなかったのであろうか｡46)パ ドリ

運動の最初の指導者 トゥアンク ･ナン･トゥ

オも,｢ミナンカバウ人が,神(アッラー)の意
思に行動の基礎を置くような,そうした一つ

のコミュニティに結ばれることが,いかに重

要であるかを弟子に強調していた｣[Dobbin

1977:29]｡

このようなイスラームの意義は,1821年に

オランダがパ ドリ運動に武力介入することに

より, ｢カビィル (カフィル) とムックミン

(mukmin- イスラーム教徒)の戦い｣[Ra-

djab 1964:55]として, いやおうなく顕在

化 し,のちにパ ドリ運動が,パ ドリ派対反パ

ドリ派 ･オランダの戦いから,ブランド･セ
サ タ ン

タン(Belandosatan- 悪魔のようなオラン

ダ人)に対する抵抗運動に変るにつれ,さら

に尖鋭化 していった｡47)

カフィルであるオランダ人に対するミナン

カバウ人の反応が,どちらかというと憎 しみ

45)不信心者あるいは邪;敬老の意味であるが,ここ
ではイスラームを信仰しない人の意｡
46)カフィルの反対概念としてだけではなく,イス
ラームの持つ世界宗教としての普遍性,あるい
は地縁 ･血縁にとらわれないウマットrum-at
- モスリムのコミュニティ)への志向も,当

然イスラームのこのような機能を強化したであ
ろう｡

47)パドリ運動の反オランダ的運動-の移行につい
ては,Abdullah[1967:26-27]を参照｡
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の感情に触媒されていたとするなら,カフィ

ルであるバタック人に対するそれは,軽蔑(時

には恐怖)の感情に触媒されていた｡かつて

ミナンカバウの王が,バタック人の間で畏敬

の念 を持ってみられていたことは既 に述 べ

た｡果たしてバタック人が, ミナンカバウ社

会 ･文化一般に対して も,ある種の尊敬ない

し憧憶の念を持って接 していたかどうかは定

かではない｡しかし,少なくともミナンカバ

ウ人がバタック社会 ･文化に対 して,優越感

と軽蔑 の情 を抱いていたことは間違いない

[Castles 1972:179]｡このような感情は,バ

タック人のいくつかの ｢奇習｣に起因すると

ころが多い｡

バタック人の食入の習慣は,スマ トラ内は

いうにおよはず昔 か ら広 く知られていた｡48)

マルコ ･ポーロの 『東方見聞録』にも,1290

年という早い時期におけるバタック人の食入

慣習の記述があり[Bickmore 1868:425],ポ

ル トガル人 トメ ･ピレスが,16世紀の初めの

主としてマラッカにおける見聞をもとにして

執筆 した 『東方諸国記』にも,この習慣に関

する言及がみられる[ピレス 1966:259,272

-273,290]｡ また, マースデンの18世紀末の

体験によっても,バタック人の食入慣習は,

スマ トラ全島に知れわたっている悪名高い習

わしであった[Marsden 1966:393]｡バタッ

ク社会は長い間,外部との接触を断ち孤立を

守ることができたが,一つの要因は,外部の人

の食入習慣に対する恐れにあった [Bickmore

1868:435-438;Cunningham 1958:6,8]｡

食入だけではなく,バタック人は他の奇妙

な食習慣をも有 していた｡先のマースデンは

次のようにいっている｡

食い気に関してデ リケー トでない彼

ら(バタック人)は,(殺 したのではな

48)この習慣は,キリスト教の宣教活動が成果を収
める19世紀半ばまで続いたと一般にいわれてい
る｡
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く)既に死んでいる水牛,豚,ネズミ,

ワニあるいは偶然出くわすいかなるケ

モノであろうとも,それを食べること

について蹟蹟 しない｡(中略)馬肉は美

味として最 も尊ばれ,その日的(食用)

のため穀物飼料を与えて大切に面倒を

みる｡馬は彼 らの国に数多 くおり,ブ

ンクーレンの ヨーロッパ人 もここか ら

良種の馬の供給を受けているが,最良

種は彼 らの祝祭のために取 ってあるた

め供 給 されることはない｡ ミラー氏

によると, 彼 らはまた,数 多 くの耳

の立 った小さな黒い犬 を飼っている

が,これらを太 らせて食べる｡ トデ ィ

(toddy- ヤシ酒)を彼 らは祝祭の機

会にしたたかに飲む [Marsdcn 1966:

381]｡

バタック人の食習慣が持つ宗教的意味合い

は別にしても,49)人間を食べ,死んだネズ ミ

を食べ,馬や犬を食べるバタック人を,これ

らの習慣を持たない ミナンカバウ人が,軽蔑

の念を持って眺めていたとしても不思議はな

い｡

｢野蛮な｣バタック人の ミナンカバウ世界

-の侵蝕に対 して,イスラームはオランダの

場合とは異なる意味合いを持つにいたった｡

即ち,ここではイスラームはカフィルとムッ

クミン (イスラーム教徒)を区別するだけで

はな く,文明人と未開人をも区別するもので

49)飲酒,豚肉の摂取はいうにおよばず,マースデ
ンのあげているバタックの食習慣は,すべてイ

スラームの教えに反するものである.｡コーラン
は,人間が食べることを許されるイキモノの種

類について詳しいばかりでなく,食間のイキモ

ノがどのように屠殺されるべきかも問題として

いる｡従って,死肉 (既に死んだ動物の肉)を

食べることは許されない｡この意味から,少し
でもイスラームの教えを知っているミナンカバ

ウ人には,バタック人は軽蔑の的以外の何もの
でもなかったであろう｡
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あった｡オランダとの関係においては,イス

ラームは ミナンカバウ社会に結束点を与え,

やがてパ ドリ運動をして,反オランダ-カフ

ィル追放運動-と方向づけた｡それにくらべ

てバタックとの関係では,イスラームは単に

カフィルとの対決 に留 まらず, 文明化され

たイスラーム教徒としての自負と優越感に導

かれて,野蛮人を文明化 しようという伝道 ･

布教熱へとパ ドリ運動のエネルギーを転化さ

せた ｡ 実際にパ ドリ派の分派は,1820年代と

1830年代の2度にわたってバタックの地 (特

に西スマ トラに隣接 した地域)を武力侵略 ･

占領 し,バタック人のイスラーム化を試みて

いる [Castles 1975:7ト72]｡50)現在キ リス

ト教徒の多いバタック人の中にあって,西ス

マ トラに近いマンダヒリン(Mandahiling)地

域の人々がモス リムであるのは,パ ドリ派の

活動の影響による｡51)

これまでの説明か ら明 らかな通 り,パ ドリ

運動の宗教的側面の持つ重要性は,カフィル

との対比において,イスラームは ミナンカバ

50)武力によるイスラーム化は,バタックの中心地

であるトバ湖周辺にも達したが[Castles1975:
72],イスラームはこの地には根をおろさなかっ
た｡むしろトバ湖周辺は,19世紀半ば以降,バ
タック社会におけるキリスト教発展の中心地で
ある｡

51)バタックの地に攻めいったパドリ派分派の,バ
タック人に対する蔑視 (これは多かれ少なかれ

ミナンカバウ人のバタック観を反映していると
思われる)がいかほどであったかは,それ以後

しばらく続くバタック人の極度の自己卑下 ･自

己嫌悪にみられる｡多くのバタック人が,粗野
･野蛮のステレオ･タイプのつきまとうバタッ

クという名で呼ばれるのを嫌い,マンダヒリン
人,アンコラ人,トバ人など,自分の出身地名

で呼ばれるのを好んだ｡パドリ派によってイス

ラーム化された ｢マンダヒリン人｣にいたって
は,バタックとの歴史的･文化的連なりをまった

く否定するほどであった｡またバタック人の中
には,有名なバタック馬の名を恥じてトバ馬と

命名し直す人 さえあった 【Castles1972:179-
182]｡
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ウ世界に新 しい枠づけを与え,52)また侵略勢

力オランダおよびバタックと対決するための

思想的武器,使命感,そして熱情を ミナンカ

バ ウ社会に植えつけたことにある｡ この意味

で,パ ドリ運動はまさしく社会的凝集運動で

あったということができよう｡

Ⅶ イスラームと母系制- 新 しい統合

長きにわたる急進的な活動の歴史にもかか

わ らず,パ ドリ運動はアダ ットにのっとった

既存 の社会組織 を大 きく変 えることはでき

なかった- あるいはより適切には,変える

ことはしなかった [Abdullah 1972a:199-

201]｡イスラームの ミナンカバウ社会におけ

る地位は, パ ドリ運動以後強まったが [Loc.

滋.], これは母系制アダ ットの後退の上に達

成されたものではない｡

パ ドリ運動自体,母系制との対決を目的と

するものではなかった｡パ ドリ派の中には,

母系制に基づ く相続制度に反対を唱えた者 も

あったが [Dobbin 1974:330],｢反母系制｣
はパ ドリ運動の主要な推進力となることはな

かった[Graves 1971:111-113]｡｢反母系制｣
よりは,パ ドリ派の主 目的はアヘンの吸飲,

52)これ以前のミナンカバウ世界が,ダレックを中
心として,ミナンカバウ人の移動にともない外
へ外へと広がっていく地理的空間を形成してい
たのに対し,パドリ運動以降,特に19世紀半ばに
ミナンカバウ人の中心居住地域である西スマト
ラが,スマトラ西海岸州という蘭嶺東インドの
-行政区域の枠に閉じ込められることにより,

アラム (世界)の了解も変化する｡即ち,ミナ
ンカバウ世界は,イスラームと母系制アダット

(あるいはイスラームと母系制アダット-の実
質的ではなくても精神的恭順)を中心とする生
き方と了解され,酉スマトラにいようとあるい
はその外にいようと,ミナンカバウ人一人ひと

りの心の中に内在化されうるものとなった｡興

味深いことに,ミナンカバウ人の地理的移動の
形において,集田による移動から個人による移

動が主たる形態となるのは,これ以後,19世紀
も末になってからである｡
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賭博,闘鶏などの ｢諸悪｣の追放であり,イ

スラームの戒律 (1日5回のお祈 り,断食な

ど)の徹底化であった｡運動を通 じて ｢諸悪｣

の根源が母系制に求められることはな く,パ

ドリ運動が進むにつれ,それは西スマ トラに

おけるカフィルの存在と関係づけられた｡53)

このような運動の性格を反映 して,パ ドリ運

動 の支持者 や指導者 には, ウラマのほかに

母系制アダ ットの守護者たるプンフルも多 く

含まれていた [Abdullah 1967:20,23-24;

Dobbin 1972:10-12;1974:333;Graves

1971:113]｡

パ ドリ運動の注 目すべき側面は,イスラー

ム化のさらなる促進によってイスラームと母

系制の対立が深まったというよりは,む しろ

この運動以後,イスラームと母系制アダ ット

の関係が見直され,両者は ミナンカバウ世界

の新 しい枠組の中で不可分なものと考えられ

るようになったことである｡

パ ドリ運動の結果として,まずアダ ットに

二つの種類が区別されることとなった｡一つ

は ｢暗愚なアダ ット｣(adatjahiliah)であり,

他は ｢イスラームに適 うアダ ット｣(adatls-
1amiah)である｡ パ ドリ運動の成果は, ミナ

ンカバウ社会か ら前者を払拭 したことである

と早 くか ら理解されたが,具体的に何が ｢暗

愚 なアダ ット｣ で,何 が ｢イスラームに適

うアダ ット｣であるかば明確にされなかった

[Abdullah 1966:15;1972a:200]｡

パ ドリ運動のもう一つの結果は,イスラー

ムとアダ ットに新 しい関係づけが与えられた

ことである｡これがどのようなものであった

かは,イスラームとアダ ットの関係について

の諺の変遷に端的にあらわれている｡54)

53)パドリ運動が,ミナンカバウ親族制度のイスラ
ーム化-と進まなかった背景には,あるいは
｢野蛮な｣バタック人の親族制度が父系制であ
ることが関係しているのかもしれない｡

54)諺の変遷については,Nuzhadi[1971:Ⅴ],Ab-
dullah[1972a:200】,DatukNagariBasa[1968:
129-130]を参周｡
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イスラーム到来以前の ミナンカバウ社会に

あっては,｢アダ ットは適切 さと妥当性に基

礎を置く｣(adatbersendialurdanpatut)と

いわれた｡この諺は,土地柄,社会的状況,

時代によって変化するアダ ットの適応性と柔

軟性を強調したものである｡

イスラーム到来後は,上の諺は次のように

変った- ｢アダ ットはイスラームに基礎を

置き,イスラームはアダ ットに基礎を置く｣

(adatbersendisyarak,syarakbersendiadat)｡

新 しい諺は,アダ ットとイスラームの相互依

存関係をうたったというよりは,相互に干渉

しない平行関係をあらわしたものである｡ こ

れは,神秘主義的シャタリア派のウラマが,

本質的にはアダ ットに興味を示さなかったこ

とと通 じるものがある｡

パ ドリ運動後 の新 しい諺は,｢アダ ットは

イスラームに基礎を置き,イスラ-ムはキタ

ブラ(コーラン)に基礎を置く｣(adatbersendi

syarak,syarakbersendiKitabullah)という

ものである｡この諺では,アダ ットに対するイ

スラームの優位な関係が明確にされている｡

この諺は,イスラームをアダ ットの上位に置

くことによって, アダ ットの可変性 (varia-

bility)を超越する枠組を提供 したものであり,

ナスル ンの表現を再び借りれば,ここにおい

て,現世の事柄,そして特定の事柄に多 く係

わるアダ ットは,超越的かつ普遍的なイスラ

ームによって,完全なものになったのである

[Nasroen 1957:28-30]｡また新 しい諺によ

れば,アダ ットを犯す者はその上位にあるイ

スラームを犯す者でもあり,従って理論的に

は,アダ ットの侵犯者はアッラーの怒りをも

覚悟 しなければならなくなった｡

｢暗愚のアダ ット｣と ｢イスラームに通 う

アダ ット｣の区別,あるいはアダ ットとイス

ラームの関係についての新 しい諺が,どのよ

うな人々の手によって概念化され,広められ,

一般に受け入れられるようになったのかはわ

盾9

か らない｡ しか し,これらの理念的枠組が果

た した役割は明らかであろう｡両者の場合と

も,具体的事例(例えば相続法)に拘泥するこ

となく,きわめて抽象的な概念化を行うこと

によって,一方でイスラームのアダ ットに対

する理念的優位を確立 し,他方でアダ ットの

規定する現状 (statusquo)を容認することに

なった｡そればかりか,イスラームをアダ ッ

トの最終的な準拠とすることによって,アダ

ットの遵守は理念的に強化されたといえる｡

先に述べたごとく,アダ ットの侵犯者は,ア

ッラーの怒 りにも触れることになったわけで

あるから｡

いずれにしても,イスラームと母系制アダ

ットの ミナンカバウ的な ｢奇妙な｣統合が打

ちたてられたのは,パ ドリ運動のあとのこと

である｡ この統合関係では,良いモスリムは

アダ ットの良い追随者であるべきであり,ア

ダ ットの良い追随者は良いモスリムであるべ

きであると理解された｡

上のようないささか曲芸的ともみえる思考

様式は,次のような二つの歴史的事例によく

あらわれている｡

西スマ トラ州の北部には,私の知る限り現

在チュバダ ック (Cubadak)とシンパ ン･トナ

ン(SimpangTon礼ng)という二つのバタック

人の村が存在する｡村に居住する氏族の名前

ら,ルビス (Lubis),ナスティオン(Nastion)

などのバタックの父系民族名である｡シンパ

ン･トナンにおける村長および長老との私の

面接 (1973年 2月)によると,これらの村に

住む人たちは約400年前に南タパヌリ(西スマ

トラ州の北隣り)にあるピドリ･プニャブン

ガン (PidoliPenyabungan)地方から南下 し

てきたバタック人の子孫である｡二つの村に

ついて興味深いことは,ルビス,ナスティオン

といった父系民族名を使い,村の人々も父系

社会バタックの子孫であるにもかかわらず,

現在 では母 系化 されているということであ
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る｡ 私の面接によると,チュバダ ック,シン

パ ン･トナンともにパ ドリ運動の時に武力に

よってイスラーム化され,父系か ら母系社会

-の移行 もそれ以後に行なわれたという｡55)

もう一つの事例は,西スマ トラ州の南にあ

るルジャン地方で起 こったイスラーム化に関

するものである｡ルジャンのイスラーム化は

1920年代および1930年代に主として ミナンカ

バ ウ人の手によってなされた｡これ らミナン

カバウ人は,当時西スマ トラで起 こっていた

カウム ･ムダ運動という,イスラーム改革運

動に影響され,自分たちの出稼ぎ地ルジャン

のイスラーム化に努めた｡元来父系制社会で

あったルジャンも, ミナンカバウ人によるイ

スラーム化に呼応するように,母系制社会に

変 っている[Jaspan 1964]｡

ミナンカバ ウ社会におけるイスラームと母

系制の関係は,必ず しも対立･抗争を含まない

｢平和な状態｣に常にあったわけではない｡自

己取得財産の相続に関 して,既に1930年代に,

クマナカンではなく子供-の譲渡が望ましい

という意見が一般的に受け入れ られていなが

ら,同様の趣旨の提案が,1951年および1968

年のアダ ットに関する会議で も採択されてい

る[Abdullah 1972b:9;Schrieke1973:39-

40]｡ これは自己取得財産に関するイスラー

ム的解釈に対 して,アダ ット的解釈 (クマナ

カンへの譲渡)が一部にまだ根強 く残 ってい

ることを示 している｡

個人個人の生活において も,イスラームと

アダ ットはしばしば葛藤を生み出す｡例えば

55)-ラ-ップrHarahap 1960:44,60】によると,
チュバダックおよびシンパン･トナンの人々は,

バタックの地に攻め込んだパドリ派によって捕

虜になり,西スマトラに連れてこられた人々の
子孫である｡しかしいかなる経緯にしろ,措虜
の子孫が村の形成を許されるとは考えにくい｡

ク ンポ
またダトゥク･バ トゥアの伝承も,両村の形成

は,古い時代におけるバタック人の自発的南下

移住の結果 としている[DatukBatuah 1956:
166-171]｡
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土地利用,相続などを巡る紛争を解決するに

あたって,イスラーム法に訴えるかアダ ット

に訴えるかは,往々にして正反対の解決策を

示唆するものであるだけに,当事者にとって

は深刻である｡56)

このようなイスラームとアダ ット間の緊張

関係の可能性にもかかわらず,両者の本源的

な不可分性について疑問を発 した ミナンカバ

ウ人は少ない｡

パ ドリ運動以後の ミナンカバ ウの歴史は,

イスラームとアダ ットの不可分性を再確認 し

てゆ く歴史でもあった｡20世紀初めのカウム

･ムダ運動は,19世紀の半ば以降重要性を増

し,またアダ ットとイスラーム問で懸案の問

題となっていた自己取得財産の相続方法につ

いて,一応の解答 (子供-の譲渡)を与える

ものであった｡

1958年に西スマ トラで起 こった中央政府に

対する反乱は,57)一方でジャワ人と対比 した

ミナンカバウ人のイスラーム信仰心を際立た

せ,他方で反乱の挫折,ジャワ人を中心とす

る中央政府軍による酉スマ トラ州の占領,そ

してその後の政治 ･経済 ･知的活動などの面

で,インドネシア全体におけるミナンカバウ

人の影響力の低下をもた らした｡ 反乱の失敗

によって失われた種族としての自尊心を回復

するための努力は,政治的に中央政府を刺激

しない文化面に集中し,イスラームと母系制

アダ ットは, ミナンカバウ人が誇 りにすべき

文化的資産としてますます強調されるように

なってきている｡

イスラームと母系制アダ ットの奇妙な統合

56)ミナンカバウ社会における種々の紛争解決法に
ついては,Tanner[1969;1971]を参照｡
57)｢インドネシア共和国革命政府｣(PRRI)の樹
立を宣言して起こった反乱｡その原因には,ジ
ャワを中心とする共産党勢力の伸長に対する危

倶,国家財源のジャワへの過当配分やスカルノ

の ｢指導された民主主義｣への反発,またイス

ラーム国教化問題 (ミナンカバウは国教化に賛
成)などが絡んでいた｡
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が,将来いかなる形で続いてゆ くのか,ある

いは続いてゆかないのかを, ここで明 らかに

す ることはできない｡少な くとも現在までの

ところ, ミナ ンカバ ウ社会におけるイスラー

ムと母系制は矛盾 しないどころかお互いを支

える関係にあり,将来 ともにこのいずれかを

排除することは, ミナンカバ ウ人の考え方に

ある種の革命的な変化を伴わず して達成す る

ことはできないであろう｡

エ ビ ロ ー ,5

パ ドリ運動で活躍 したイスラーム指導者の

うち,現在までインドネシアで最 も有名なウ

ラマは トゥア ンク ･イマム ･ボンジョルであ

る｡彼は反オランダ闘争を戦 った国民的英雄

のひとりとして称え られ,彼の名前を冠 した

街路は,インドネシアの諸都市のいたるとこ

ろにみ られる｡

1837年の, トゥア ンク ･イマム ･ボンジョ

ルのオランダ軍-の降伏によって,パ ドリ運

動は幕を閉 じた｡

トゥア ンク･イマム･ボ ンジョルは1838年の

初めに西スマ トラか らジャワに移 され,1839

年の初めにはア ンボン(Ambon)に,さらにそ

の 2年後には北スラウェシのメナ ド (Mena-

do)に移されて, 1864年にその地で亡 くなっ

ている｡ 享年92才であった [Dobt,in 1972:

18-19]058)

インドネシア共和国独立後の1963年, 中央

政府はその国民的英雄 としての地位に鑑み,

メナ ドの トゥア ンク ･イマム ･ボンジ ョルの

墓に廟を建て る計画に資金援助を与えること

を決定 した｡ この計画の遂行者は,西スマ ト

ラか ら北スラウェシに出稼ぎに来て い る人の

58)一説 によると死亡年は1854年である 【DobtJin
1972:19,n.98]｡

と 盾 9

集まり,北スラウェシ ･ミナンカバ ウ入会で

あった｡か くしてイスラーム改革運動指導者

のために建て られた廟の形は,イスラームと

アダ ットの統合を象徴するように,独特の水

牛の角になぞ らえた屋根を持つ ミナンカバ ウ
ル マ ･ガダン

の伝統的な大家屋であった ｡59)

59)当初の予定では,マレ-半島のヌダリ･スンピ
ランとインドのナヤールの事例を,ミナンカバ

ウの比較で考察する予定であったが,資料の未

消化および時間的制約のため,本論文に入れる
ことができなかった｡ヌブリ･スンピランとナ

ヤールは,ミナンカバウとの比較において次の

ような点で注目に値する｡ヌグリ･スンピラン

は,西スマトラから遠く離れた ｢異国の地｣に

ある,歴史的に古いミナンカバウの ｢植民地｣
であるにもかかわらず,いまだにミナンカバウ

文化 (母系制を含めて)への強い志向を示して

いる｡さらに,パガルユンの宮廷と歴史的に血

縁関係を有しているといわれる王が,現在でも

ヌダリ･スンピランには存在し,王はヌダリ･

スンピラン住民の一体感 ･帰属意識を高める上

で,重要な機能を果たしているようである｡ヌ

ダリ･スンピランにみる王位の存続およびヌダ

リ(｢国｣)概念の存在は,ミナンカバウとの比較
において将来何らかの形で説明されなければな

らない｡植民地権力であるイギリスとの関係,

マレー半島の他の住人であるマレー人やブギス
人 (両者ともにモスリム)との関係,そして少

数派 (マイノリティー)としてのミナンカバウ

の地位を,ここでは検討する必要がある｡

ナヤールもミナンカバウと同じく母系制社会で

あったが,ナヤールの住むマラバール海岸地帯

のうち北部地域は,18世紀の後半,モスリムで

あったマイソール人の侵略を受け,約25年ほ
ど占街されたOマイソールが果たしてナヤール

のイスラーム化を行なったかどうかは,まだ議

論の分かれるところである｡しかしながら,マ

イソールはナヤール母系制にまつわるいくつか

の,モスリムの眼からみて野蛮な風習 (例えば

｢-妻多夫｣的男女の結びつき)を禁止し,ま
た母系制の基礎である上級カースト･ナヤール

の土地制度をも覆した｡パ ドリ運動におけるイ

スラームと母系制の｢対立｣が,ミナンカバウ社

会の内部勢力間のそれであったのに対し,マラ

バールの事例では,イスラームと母系制の ｢対

立｣は,母系制に対して何ら歴史的 ･文化的連

なりを持たない外部軍事勢力とナヤールとの対

立であった点が,ミナンカバウとナヤールの事

例での根本的な違いである｡
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